
【
解
題
】

一
九
九
九
年
一
月
の
東
急
日
本
橋
店
（
白
木
屋
の
後
身
）
の
閉
店
や
、
二
〇

〇
〇
年
七
月
の
そ
ご
う
の
経
営
破
綻
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
衰
退
を
示

し
て
い
る
百
貨
店
で
あ
る
が
、
消
費
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
に
お
い
て
そ
れ
が
果

た
し
た
機
能
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
都
市
論
の
流
行
以
来
、
様
々
な
学
問
分
野

で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ

る
土
屋
礼
子
「
百
貨
店
発
行
の
機
関
雑
誌
」「
百
貨
店
発
行
の
逐
次
刊
行
物
リ

ス
ト
」（『
百
貨
店
の
文
化
史
｜
日
本
の
消
費
革
命
』
平
成
一
一
・
一
二
・
三

世
界
思
想
社
）
の
丹
念
な
調
査
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
呉
服
店

／
百
貨
店
は
商
業
戦
略
の
一
環
と
し
て

誌
を
刊
行
し
て
い
た
。
そ
の

誌
と
〈
文
学

と
は
決
し
て
無
縁
の
も
の
で
は
な
く
、
呉
服
店
／
百
貨
店
の
代

表
的
存
在
で
あ
っ
た
三
井
／
三
越
呉
服
店
に
お
い
て
は
、
拙
稿
「
三
越
刊
行
雑
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誌
文
芸
作
品
目
録
｜

誌
「
時
好
」「
三
越
」
の
中
の
〈
文
学
」（「
同
志
社

国
文
学
」

平
成
一
二
・
一
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
文
学
者
、
知
識

人
達
が
筆
を
執
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

本
稿
で
は
、
三
井
／
三
越
呉
服
店
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
白
木
屋
呉

服
店
の
刊
行
し
て
い
た

誌
を
対
象
に
、
そ
の
記
事
内
容
を
「
目
録
」
と
い

う
情
報
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
白
木
屋

誌
の
書
誌
的
事
項
に
関
し
て

は
、
前
掲
の
土
屋
の
論
考
や
社
史
『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
昭
和
三
二
・
三
・

一
八

株
式
会
社
白
木
屋
）
等
に
既
に
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
触
れ
て

い
な
い
部
分
や
、
創
刊
や
誌
名
、
体
裁
変
更
の
趣
旨
を
中
心
に
述
べ
た
。
後
の

「
目
録
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
三
井
／
三
越
同
様
、
白
木
屋
が
刊
行
し
た

誌
に
文
学
的
言
説
が
深
く
加
担
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。「
三
越

刊
行
雑
誌
文
芸
作
品
目
録
」
で
は
、
都
合
上
文
学
関
連
の
記
事
し
か
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
「
目
録
」
で
は
、
前
回
果
た
せ
な
か
っ
た
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｜
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〈
文
学

以
外
の
言
説
を
積
極
的
に
拾
う
よ
う
に
努
め
、
筆
者
、
作
者
名
が
添

え
ら
れ
た
言
説
を
全
て
取
り
上
げ
、〈
署
名
記
事
一
覧

と
い
う
形
を
と
っ
た
。

近
年
、〈
日
本
近
代
文
学
研
究

は
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
導
入

に
よ
り
、
文
学
テ
ク
ス
ト
の
外
部
へ
と
そ
の
分
析
対
象
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
が
、

本
目
録
が
〈
文
学
研
究

の
み
な
ら
ず
様
々
な
学
問
領
域
に
活
用
さ
れ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

※

前
掲
し
た
土
屋
礼
子
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
白
木
屋
は
こ
れ
か
ら
述
べ
る
「
家

庭
の
し
る
べ
」
以
前
に
も
袖
珍
本
の

冊
子
を
発
行
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

白
木
屋
呉
服
店
の

誌
は
、
実
質
的
に
は
明
治
三
七
年
七
月
七
日
に
発
行
さ

れ
た
「
家
庭
の
し
る
べ
」
に
始
ま
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
奥
付
に
よ
れ
ば
、

「
家
庭
の
し
る
べ
」
第
一
号
は
、
編
輯
者
山
口
笑
昨
、
発
行
所
冨
山
房
、
印
刷

所
東
京
印
刷
株
式
会
社
、
価
格
一
冊
十
二
銭
と
あ
る
。
社
史
に
よ
れ
ば
、
山
口

笑
昨
は
新
潟
で
裁
判
所
の
判
事
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
の
後
白
木
屋
店
員
に
な

っ
た
と
い
う
。
版
型
は

５
版
、
頁
数
を
付
さ
れ
た
本
文
は
八
十
二
頁
、
広
告

等
の
頁
を
含
め
る
と
百
頁
程
の
雑
誌
で
、
巻
頭
に
は
白
木
屋
店
頭
や
当
時
の
シ

ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
絵
は

内
山
竹
塘
が
担
当
し
、
読
書
す
る
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。「
本
誌
発
刊

の
必
要
」（
目
次
で
は
「
発
刊
の
趣
意
」）
と
題
し
た
創
刊
の
辞
を
引
用
し
て
お

こ
う
。

征
露
の
師
起
り
て
以
来
、
凡
そ
新
た
に
現
は
る
ゝ
雑
誌
に
し
て
、
戦
争
の

意
義
を
寓
せ
ざ
る
名
称
な
く
、
既
に
発
行
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
り
し
も
の
と
雖

も
、
其
多
く
は
所
謂
武
装
し
て
、
国
民
敵
愾
の
心
に
投
ぜ
ん
こ
と
を
勉
め

ざ
る
は
な
し
。
然
る
に
本
誌
が
、
独
り
平
和
的
家
庭
の
栞
と
し
て
、
猶
ほ

敢
て
読
書
界
の
新
位
置
を
要
求
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
抑
も
故
あ
り
。

蓋
し
今
日
の
戦
報
雑
誌
は
、
偏
に
目
下
の
現
象
を
描
写
し
て
、
夫
の
社
会

の
反
影
た
る
任
務
に
応
ぜ
ん
と
す
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も
本
社
は
更
に
一

歩
を
進
め
て
、
審
か
に
今
後
の
趨
勢
を
照
ら
し
、
戦
後
の
情
弊
を
未
だ
兆

せ
ざ
る
に
救
ひ
、
健
全
な
る
思
潮
を
将
に
起
ら
ん
と
す
る
に
奨
め
ん
と
す

る
者
な
り
。
現
代
を
写
す
と
将
来
を
奨
む
る
と
、
皆
そ
れ

の
必
要
は

あ
る
べ
し
、
而
か
も
既
に
筆
を
執
つ
て
、
苟
く
も
事
に
此
に
従
ふ
、
吾
輩

は
遂
に
一
時
限
り
の
パ
ノ
ラ
マ
た
る
に
安
ず
る
能
は
ず
、
寧
ろ
趣
味
あ
り
、

生
命
あ
り
、
他
日
の
結
果
を
期
し
て
種
子
を
下
す
の
優
れ
る
を
取
ら
ん
と

す
。
況
ん
や
家
庭
教
育
を
施
す
の
時
期
は
、
今
日
方
さ
に
到
来
し
て
、
其

効
果
の
挙
げ
易
き
、
殆
ん
ど
千
歳
一
遇
の
観
あ
る
を
や
。
見
よ
。
今
回
の

開
戦
は
、
元
寇
以
来
の
出
来
事
に
し
て
、
其
民
心
に
影
響
す
る
こ
と
の
大

な
る
、
決
し
て
北
条
氏
治
下
の
民
が
、
嘗
て
一
た
び
経
験
せ
る
所
に
譲
ら

ざ
る
も
の
あ
り
。
挙
国
一
致
し
て
同
胞
の
実
始
め
て
堅
く
、
五
千
万
人
を

打
し
て
一
心
と
な
し
、
国
を
愛
す
る
の
情
日
に
切
な
り
。
而
し
て
此
情
の

赴
く
所
、
奸
悪
、
邪
欲
、
虚
偽
等
の
諸
悪
徳
は
、
悉
く
其
形
を
潜
め
影
を
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失
ひ
、
奉
公
義
勇
の
美
念
之
れ
に
代
り
て
、
人
の
精
神
界
を
領
す
る
に
至

り
、
切
に
言
へ
ば
、
平
生
小
紛
争
の
弊
竇
中
に
煩
悶
し
て
、
知
ら
ず

諸
種
の
色
を
染
め
付
け
し
人
心
は
、
一
朝
国
敵
の
刺
激
を
受
け
て
、
翻
然

自
覚
し
、
今
や
楚
々
た
る
原
色
に
復
し
得
た
る
な
り
。
是
れ
豈
教
育
に
志

あ
る
者
の
、
大
に
乗
ず
べ
き
好
機
会
に
非
ず
や
。
少
な
く
も
我
国
民
は
方

さ
に
良
心
警
発
の
時
代
に
在
る
が
故
に
、
今
日
に
於
け
る
訓
誡
一
日
の
効

果
は
、
平
日
に
於
け
る
鞭
撻
十
日
に
優
る
も
の
あ
る
な
り
。
是
れ
豈
我
家

庭
の
し
る
べ
の
、
新
た
に
生
る
べ
き
好
誘
引
に
非
ず
や
。
抑
も
勝
て
る
者

は
驕
り
易
し
。
今
日
を
以
て
戦
捷
後
の
我
道
徳
界
を
想
ふ
に
、
頗
る
寒
心

す
べ
き
も
の
あ
り
、
一
時
蟄
伏
せ
る
諸
欲
念
の
勃
発
と
共
に
、
其
増
長
の

度
と
は
、
必
ら
ず
開
戦
前
に
倍

し
て
、
跳
梁
の
勢
当
る
べ
か
ら
ず
、
漸

く
譎
詐
淫
靡
の
風
を
養
成
し
て
、
人
生
事
業
の
立
脚
地
た
る
家
庭
の
秩
序

を
紊
り
、
和
楽
を
奪
ひ
、
人
心
日
に
危
く
し
て
、
道
心
遂
に
泯
ぶ
べ
し
。

故
に
苟
く
も
教
育
に
志
あ
る
者
は
、
此
際
予
め
戒
飾
し
て
、
此
狼
藉
を
未

然
に
防
ぎ
、
戦
捷
国
の
人
民
を
し
て
、
却
つ
て
忌
は
し
き
零
落
の
惨
に
泣

か
ざ
ら
し
め
ん
こ
と
を
勉
む
る
を
要
す
。

要
す
る
に
本
誌
は
二
の
目
的
を
有
す
、
一
は
此
良
心
警
発
の
機
を
利
用

し
て
、
戦
捷
国
民
の
新
家
庭
を
準
備
し
、
一
は
戦
捷
後
の
道
徳
界
を
予
想

し
て
、
其
弊
害
を
未
雨
に
彫
繆
す
、
即
ち
是
れ
な
り
。
そ
の
方
法
施
設
の

如
き
は
、
之
れ
を
毎
号
の
本
誌
に
徴
し
て
可
な
り
。
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記
事
は
「
裁
縫
指
南
」、「
室
内
装
飾
」、「
式
法
﹇
婚
礼
之
部
〕」、「
茶
道
」

「
料
理
法
」
等
、
家
庭
の
婦
人
向
け
の
読
み
物
が
並
び
、「
流
行
案
内
」
も
そ
れ

ら
と
並
列
さ
れ
る
。
第
二
号
で
完
結
す
る
青
濤
の
小
説
「
夏
蜜
柑
」
は
、
日
露

戦
中
の
新
婚
生
活
を
描
い
た
も
の
で
、
出
征
し
た
夫
と
そ
の
妻
の
物
語
で
あ
る
。

依
然
と
し
て
〈
家
庭

と
い
う
タ
ー
ム
が
大
き
な
流
通
を
示
し
て
い
た
明
治
三

〇
年
代
、
こ
の
「
家
庭
の
し
る
べ
」
も
家
庭
の
中
の
女
性
を
形
象
す
る
べ
く
力

学
を
発
揮
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

創
刊
号
以
降
に
つ
い
て
は
、
頁
数
が
付
さ
れ
た
本
文
が
第
七
号
（
明
治
三

八
・
一
・
一
）
以
後
少
し
減
少
し
て
い
る
以
外
は
、
雑
誌
の
体
裁
は
最
終
号
で

あ
る
第
十
八
号
（
明
治
三
八
・
一
二
・
一
〇
）
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

第
三
号
（
明
治
三
七
・
九
・
一
）
か
ら
奥
付
に
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
大
売
捌

所
は
、
東
京
の
東
京
堂
、
第
九
号
（
明
治
三
八
・
三
・
一
）
か
ら
は
京
都
の
本

田
雲
林
堂
（
太
田
雲
林
堂
と
表
記
さ
れ
た
巻
号
の
も
の
も
あ
る
）、
第
十
号

（
明
治
三
八
・
四
・
一
）
か
ら
は
東
京
の
東
海
堂
が
加
え
ら
れ
、
第
十
四
号

（
明
治
三
八
・
八
・
一
）
か
ら
再
び
東
京
堂
と
太
田
（
本
田
？
）
雲
林
堂
と
な

る
。
後
、
表
紙
絵
は
稲
田
吾
山
、
三
浦
北
峡
等
が
担
当
し
て
い
る
。
因
み
に
第

七
号
の
口
絵
は
寺
崎
広
業
、
川
合
玉
堂
、
付
録
の
絵
葉
書
（
国
会
図
書
館
所
蔵

本
に
は
欠
）
を
磯
野
吉
雄
が
担
当
し
、
磯
野
は
第
十
一
号
の
絵
葉
書
も
担
当
し

て
い
る
。
第
十
七
号
（
明
治
三
八
・
一
一
・
一
〇
）
の
絵
葉
書
は
表
紙
と
同
様

三
浦
北
峡
が
担
当
し
て
い
る
。



記
事
は
依
然
と
し
て
婦
人
向
け
の
読
み
物
が
掲
載
さ
れ
、
第
一
号
か
ら
第
十

八
号
ま
で
連
載
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
体
裁
同
様
創
刊
か
ら
終
刊
を
通
じ
て
大

き
な
記
事
内
容
の
変
化
は
な
い
。
三
越
の
「
時
好
」
に
比
す
る
と
、
掲
載
さ
れ

た
小
説
も
日
露
戦
の
話
題
が
そ
の
物
語
内
容
を
大
き
く
覆
っ
て
い
た
り
、
先
に

挙
げ
た
「
本
誌
発
刊
の
必
要
」
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
々
の
言
説

に
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
力
学
が
強
固
に
働
い
て
い
る
。

日
露
戦
を
終
え
、
明
治
三
九
年
一
月
か
ら
は
継
続

誌
「
流
行
」
が
掲
載

さ
れ
る
運
び
と
な
る
。「
家
庭
の
し
る
べ
」
創
刊
か
ら
数
え
、「
流
行
」
創
刊
号

の
巻
号
数
は
第
三
年
第
一
号
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、「
流
行
」
刊
行
に

あ
た
っ
て
の
「
発
刊
の
辞
」
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

戦
雲
収
ま
り
て
、
平
和
の
天
地
新
た
な
る
時
、
歳
ま
た
恰
も
新
た
に
し
て
、

新
更
に
新
を
加
へ
。
而
し
て
こ
の
新
天
地
の
新
年
に
於
け
る
帝
国
日
本
は
、

戦
捷
の
結
果
と
し
て
、
新
た
な
る
性
質
を
享
け
、
新
た
な
る
思
想
を
養
ひ
、

新
た
な
る
希
望
を
抱
き
、
而
し
て
新
た
な
る
衣
帯
し
て
、
新
た
な
る
世
界

の
桧
舞
台
に
登
れ
る
な
り
。

現
に
世
界
の
桧
舞
台
に
登
る
、
吾
輩
豈
世
界
を
以
て
心
と
な
す
の
用
意
な

く
し
て
可
な
ら
ん
や
。
世
界
を
以
て
心
と
な
す
の
方
法
は
多
か
る
べ
き
も
、

中
に
就
て
最
も
軽
便
な
る
は
、
有
形
に
し
て
眼
に
触
れ
易
く
、
楽
易
に
し

て
心
に
快
く
、
且
つ
最
も
多
数
の
人
に
行
渡
る
べ
き
性
質
の
も
の
を
選
び
、

之
れ
に
托
し
て
連
想
の
資
と
な
す
に
在
る
べ
し
。
是
に
於
て
か
吾
輩
は
常

に
時
様
流
行
に
注
目
す
る
の
必
要
を
生
ず
。

時
様
流
行
の
注
目
は
、
成
る
べ
く
英
米
仏
独
に
亘
り
て
、
普
ね
く
世
界
を

通
観
す
る
を
最
も
妙
と
す
。
然
れ
ど
も
是
れ
或
は
実
際
に
行
ひ
難
き
事
な

る
べ
し
、
已
む
な
く
ん
ば
唯
だ
邦
内
に
範
囲
を
画
り
、
其
身
之
れ
に
後
れ

ざ
ら
ら
ん
こ
と
を
勉
め
て
可
な
り
。
是
れ
一
見
前
意
と
相
反
す
る
が
如
く

な
る
も
、
而
か
も
其
実
世
界
を
連
想
す
る
の
資
た
る
に
於
て
、
両
者
未
だ

嘗
て
相
一
致
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

日
本
が
世
界
の
大
帝
国
と
な
る
や
、
政
治
外
交
の
事
は
姑
ら
く
措
き
て
、

一
私
人
の
来
遊
頓
に
頻
繁
を
加
へ
来
れ
り
、
想
ふ
に
此
傾
向
は
、
年
と
共

に
漸
く
増
大
し
て
、
日
本
の
位
置
、
気
候
。
山
川
の
所
謂
美
点
は
益
々
そ

の
光
華
を
添
へ
、
遂
に
荒
涼
た
る
世
界
の
為
め
に
、
一
大
楽
園
た
る
の
観

を
呈
す
る
に
至
る
べ
し
、
是
時
に
於
て
、
世
界
の
所
有
人
物
は
此
に
会
し
、

世
界
の
所
有
時
様
は
此
に
聚
り
て
、

服

装
、
互
に
奇
を
衒
ひ
新
を
競

ひ
、
而
し
て
機
敏
な
る
我
国
民
は
、
容
易
に
比
較
研
究
を
な
し
其
長
を
取

り
短
を
捨
て
ゝ
、
自
か
ら
進
ん
で
新
た
な
る
時
様
を
作
り
、
彼
れ
の
余
瀾

を
以
て
我
れ
の
波
心
と
な
し
、
或
は
我
れ
の
残
響
を
以
て
彼
れ
の
音
原
た

ら
し
む
る
を
得
べ
し
、
斯
く
て
新
陳
の
代
謝
い
よ

繁
く
し
て
、
流
れ

て
休
ま
ず
、
行
は
れ
て
戻
ら
ざ
ら
ん
乎
、
常
に
世
界
を
忘
れ
ざ
る
に
於
て
、

時
様
流
行
も
亦
た
余
師
な
ら
ず
や
。

流
行
に
先
ん
ず
る
も
の
は
、
能
く
時
勢
を
制
し
得
る
も
の
な
り
、
流
行
に
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後
る
ゝ
も
の
は
、
常
に
時
勢
に
制
せ
ら
る
ゝ
者
な
り
、
苟
も
既
に
世
界
の

桧
舞
台
に
登
り
た
る
我
々
国
民
は
、
単
に
世
界
の
趨
勢
を
忘
れ
ざ
る
に
止

ま
ら
ず
し
て
、
進
ん
で
自
か
ら
世
界
趨
勢
の
原
動
者
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

而
し
て
世
界
趨
勢
の
原
動
者
と
な
り
得
た
る
と
否
と
は
、
世
界
の
交
際
界

が
日
本
の
時
様
流
行
に
注
目
す
る
と
否
と
に
よ
り
て
之
れ
を
徴
す
べ
し
、

時
様
流
行
の
効
用
亦
た
大
な
ら
ず
や
。
乞
ふ
此
文
明
に
効
用
あ
る
時
様
流

行
の
原
動
力
を
し
て
、
之
れ
を
我
流
行
の
、
名
誉
に
帰
せ
し
め
よ
。
是
れ

此
新
た
な
る
年
の
頭
の
桧
舞
台
に
生
れ
た
る
本
誌
の
新
た
な
る
性
質
な
り
。

新
た
な
る
思
想
な
り
、
而
し
て
新
た
な
る
希
望
な
り
。
之
れ
を
発
刊
の
辞

と
な
す
。

「
家
庭
の
し
る
べ
」
に
お
い
て
は
、〈
家
庭

と
国
民
国
家
と
の
連
結
を
強
調

し
て
い
た
が
、
こ
の
「
流
行
」
の
「
発
刊
の
辞
」
に
お
い
て
は
、〈
家
庭

か

ら
〈
流
行
／
モ
ー
ド

へ
と
そ
の
趣
旨
が
ス
ラ
イ
ド
し
、
現
象
と
し
て
の
流
行

／
モ
ー
ド
を
殊
更
に
国
民
国
家
へ
と
連
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
力
学
が
働
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
掲
載
さ
れ
た
個
々
の
記
事
を
見
渡
す
と
、「
家

庭
の
し
る
べ
」
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
露
骨
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
顕
示
は
多
少

影
を
ひ
そ
め
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
上
で
の
家
庭
問
題
や
、
家
庭
に
お
け
る
衣

服
、
流
行
／
モ
ー
ド
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
記
事
が
増
加
し
て
い
る
。

「
流
行
」
創
刊
号
に
つ
い
て
だ
が
、
編
輯
兼
発
行
者
は
引
き
続
き
山
口
笑
昨
、

発
行
所
白
木
屋
呉
服
洋
服
店
、
印
刷
所
東
陽
堂
支
店
、
大
売
捌
所
東
京
堂
、
本
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田
雲
林
堂
と
あ
る
。
版
型
は

５
版
、
価
格
は
一
冊
十
二
銭
、
頁
数
を
付
さ
れ

た
本
文
は
五
十
頁
、
そ
の
他
巻
頭
に
販
売
商
品
等
の
写
真
、
巻
末
に
白
木
屋
呉

服
店
営
業
案
内
等
を
加
え
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
巻
末
の
広
告
、
註
文
書
等

を
合
わ
せ
る
と
全
一
五
〇
頁
程
で
あ
る
。
表
紙
は
三
浦
北
峡
、
口
絵
は
寺
崎
広

業
、
附
録
の
絵
葉
書
は
山
本
英
春
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。
表
紙
は
し
ば

ら
く
三
浦
北
峡
が
描
き
、
第
四
年
あ
た
り
に
な
る
と
稲
田
吾
山
が
担
当
す
る
よ

う
に
な
る
。
版
型
は
第
三
年
第
五
号
（
明
治
三
九
・
五
・
五
）
か
ら
菊
版
、
第

四
年
一
月
号
（
明
治
四
〇
・
一
・
五
）
か
ら
は
、「
本
誌
も
亦
時
代
の
要
求
に

従
ひ
、
光
栄
あ
る
新
年
の
一
月
号
よ
り
紙
面
を
拡
大
し
、
其
の
内
容
も
ま
た
漸

を
以
て
改
善
し
、
真
に
吾
が
大
帝
国
の
首
都
に
於
い
て
発
刊
す
る
所
の
流
行
誌

た
る
に
愧
ざ
ら
む
こ
と
を
期
す
る
も
の
な
り
と
す
」（「
年
の
新
な
る
と
と
も
に

本
誌
の
体
裁
を
新
に
す
」）
と
、
お
よ
そ
縦
二
五
〇
×
横
一
二
〇
ミ
リ
の
版
型

に
変
更
、
第
四
年
五
月
号
（
明
治
四
〇
・
五
・
五
）
か
ら
は
そ
れ
よ
り
少
し
大

判
の
、
お
よ
そ
縦
二
六
〇
×
横
一
三
〇
ミ
リ
と
、
特
異
な
版
型
と
な
っ
て
い
る
。

大
売
捌
所
は
、
第
三
年
第
四
号
（
明
治
三
九
・
四
・
五
）
よ
り
、
東
京
堂
と
、

三
越

誌
の
大
売
捌
所
で
も
あ
っ
た
芸
艸
堂
で
定
着
す
る
。「
流
行
」
の
発

行
部
数
は
最
も
多
い
時
で
八
千
部
で
あ
っ
た
と
い
う
。
三
越
の
場
合
も
そ
う
で

あ
っ
た
が
、「
流
行
」
を
批
評
、
紹
介
し
た
記
事
を
地
方
新
聞
か
ら
収
集
し
、

紹
介
し
て
い
る
巻
号
の
も
の
も
あ
る
。

第
三
年
か
ら
第
四
年
ま
で
の
特
徴
と
し
て
は
、『
明
治
の
お
も
か
げ
』（
昭
和



二
八
・
一
一
・
三
〇

山
王
書
房
）
で
知
ら
れ
る
鶯
亭
金
升
が
第
三
年
第
二
号

（
明
治
三
九
・
二
・
五
）
か
ら
「
三
題
話
」
を
連
載
し
て
い
る
（
金
升
は
第
八

年
あ
た
り
に
も
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
て
い
る
）
く
ら
い
で
、
前
述
の
通
り
、
第

四
年
一
月
号
か
ら
は
版
型
も
変
わ
り
、
先
に
挙
げ
た
「
年
の
新
な
る
と
と
も
に

本
誌
の
体
裁
を
新
に
す
」
と
い
う
巻
頭
言
と
は
裏
腹
に
徐
々
に
署
名
記
事
も
減

少
し
て
、
シ
ン
プ
ル
な
体
裁
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
大
き
な

変
化
を
遂
げ
た
の
が
第
五
年
一
月
号
（
明
治
四
一
・
一
・
一
五
）
で
、
新
た
に

編
集
者
に
鵜
飼
久
吉
を
迎
え
、
編
集
者
鵜
飼
、
発
行
者
山
口
笑
昨
の
も
と
に
版

型
、
編
集
方
針
も
大
き
く
変
わ
る
。
第
五
年
一
月
号
巻
頭
に
山
口
物
外
（
発
行

者
の
山
口
笑
昨
と
推
測
さ
れ
る
）
の
「『
流
行
』
改
良
の

末
」
と
い
う
文
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し
て
お
こ
う
。

（
前
略
）

御
存
知
の
通
り
本
誌
が
生
れ
ま
し
た
の
は
、
忘
れ
も
致
し
ま
せ
ん
日
露
戦

争
の
始
ま
り
ま
し
た
三
十
七
年
の
七
月
、
世
の
中
は
戦
争
で
夢
中
に
な
つ

て
居
り
ま
し
て
生
れ
る
本
も

も
戦
争
実
記
の
類
ひ
で
厶
い
ま
す
、
そ

の
中
へ
本
誌
が
『
家
庭
の
し
る
べ
』
と
い
ふ
名
で
生
れ
ま
し
た
の
で
厶
い

ま
す
。
実
の
所
大
変
世
の
中
に
遠
離
つ
た
拗
者
の
や
う
で
厶
い
ま
す
が
、

記
者
の
存
じ
ま
す
に
は
、
実
に
前
代
未
聞
の
国
難
に
罹
つ
て
の
こ
と
で
厶

い
ま
す
か
ら
、
全
国
挙
て
戦
事
に
熱
中
し
ま
す
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

は
厶
い
ま
す
が
、
偖
其
の
大
強
国
を
対
手
に
戦
争
で
も
致
し
ま
す
場
合
に

は
、
先
内
を
充
実
な
ら
し
め
、
持
長
し
て
掛
り
ま
せ
ん
と
、
恰
も
長
途
の

旅
行
に
一
日
二
日
脚
力
一
ぱ
い
に
歩
い
て
、
牛
程
蹇
や
鞋
傷
に
悩
ん
で
呻

吟
言
ふ
や
う
の
こ
と
が
有
つ
て
は
不
可
な
い
。
そ
れ
に
は
各
々
其
の
分
を

守
つ
て
悠
々
迫
ら
ぬ
態
度
が
肝
要
で
あ
る
と
存
じ
ま
し
て
、
爰
に
『
家
庭

の
し
る
べ
』
を
生
み
ま
し
て
、
裁
縫
、
育
児
、
看
護
、
応
急
治
療
其
外
時

事
小
言
等
の
欄
を
設
け
ま
し
て
、
世
の
中
と
反
対
の
も
の
を
出
し
た
の
で

厶
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
彌
々
戦
争
も
捷
ち
了
せ
て
、
平
和
克
復
と
為
り
ま
し
て
か
ら
、

本
誌
の
題
も
『
流
行
』
と
改
め
ま
し
て
、
間
も
な
く
昨
年
の
一
月
か
ら
御

蔭
さ
ま
で
体
格
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
何
が
さ
て
記
者
も
種
種
な
仕

事
の
間
に
育
て
ま
す
の
で
す
か
ら
、
思
ふ
や
う
に
充
分
な
養
育
も
能
ま
せ

ん
で
、
平
常
も
遺
憾
に
懐
ふ
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
が
、
此
の
一
月

か
ら
は
文
壇
列
星
の
御
援
助
も
あ
り
ま
し
て
、
身
丈
も
大
き
く
な
り
、

益
々
内
容
も
健
全
に
此
の
御
目
出
度
い
新
年
を
迎
へ
る
こ
と
ゝ
な
り
ま
し

た
の
を
見
ま
す
る
と
、
兎
も
角
も
記
者
が
足
り
な
い
乳
で
牛
乳
や
貰
ひ
乳

で
五
歳
ま
で
育
て
ゝ
ま
ゐ
り
ま
し
た
身
に
は
何
ほ
ど
嬉
し
い
か
お
察
し
下

さ
い
。

此
れ
ま
で
は
本
誌
の
生
い
た
ち
か
ら
今
日
ま
で
の
成
行
を
お
礼
か
た

申
上
げ
ま
し
た
の
で
、
扨
こ
れ
か
ら
愛
読
諸
君
に
お
願
ひ
申
し
た
い

の
は
本
誌
の
行
く
末
で
厶
い
ま
す
。
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前
に
も
申
上
げ
ま
し
た
と
ふ
り
、
将
来
は
学
者
や
経
験
に
富
ん
だ
か
た

が
、
お
心
添
え
に
な
り
ま
し
て
、
謂
は
ゞ
幼
稚
園
で
未
成
語
交
り
の

唱
歌
を
唄
つ
た
り
、
脚
元
不
整
な
体
操
を
初
め
と
し
て
、
お
ひ
お
ひ
小
学
、

中
学
と
順
を
経
て
進
ん
で
ま
ゐ
る
や
う
に
為
り
ま
せ
う
が
、
其
所
が
幼
稚

の
こ
と
で
厶
い
ま
す
か
ら
、
足
ら
は
ぬ
所
は
飽
ま
で
も
御
口
添
を
願
ひ
ま

し
て
、
又
充
分
御
叱
り
も
願
ひ
ま
し
て
情
願
読
者
諸
君
の
御
気
に
ゐ
る
や

う
に
育
て
あ
げ
た
い
と
、
そ
れ
ば
か
り
念
じ
て
居
り
ま
す
。

（
後
略
）

第
五
年
以
後
の
書
誌
的
事
項
を
整
理
し
て
お
く
と
、
前
述
の
よ
う
に
編
輯
者

は
第
五
年
一
月
号
か
ら
鵜
飼
久
吉
が
担
当
、
発
行
者
は
第
五
年
五
月
号
（
明
治

四
一
・
五
・
一
）
か
ら
本
多
二
郎
へ
、
本
多
は
第
五
年
七
月
号
（
明
治
四
一
・

七
・
一
）
か
ら
編
輯
も
担
当
し
て
い
る
。
一
年
程
本
多
が
編
輯
者
と
発
行
者
を

担
当
し
た
後
、
第
六
年
七
月
号
（
明
治
四
二
・
七
・
一
）
か
ら
勝
田
良
雄
に
、

第
六
年
九
月
号
（
明
治
四
二
・
九
・
一
）
か
ら
は
宮
川
安
信
、
第
七
年
一
月
号

（
明
治
四
三
・
一
・
一
）
か
ら
再
び
勝
田
良
雄
、
第
八
年
一
月
号
（
明
治
四

四
・
一
・
一
）
か
ら
は
初
田
伴
作
、
第
九
年
十
月
号
（
大
正
元
・
九
・
二
五
）

か
ら
は
高
野
復
一
、「
白
木
タ
イ
ム
ス
」
と
誌
名
を
変
え
た
第
十
五
巻
（
第
十

三
巻
の
表
紙
か
ら
「
第
○
巻
第
○
号
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
第
三
号
（
大
正

七
・
三
・
一
）
か
ら
は
近
藤
英
治
、
第
十
五
巻
第
十
一
号
（
大
正
七
・
一
一
・

一
）
か
ら
米
川
勇
太
郎
、
第
十
六
巻
第
四
号
（
大
正
八
・
四
・
一
）
か
ら
吉
田
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福
太
郎
が
担
当
し
て
い
る
。
第
五
年
一
月
号
か
ら
「
白
木
タ
イ
ム
ス
」
に
至
る

ま
で
は
、
ほ
ぼ
毎
号

５
版
で
定
着
す
る
こ
と
と
な
る
。
価
格
は
第
十
一
年
十

月
号
（
大
正
三
・
一
〇
・
一
）
か
ら
一
冊
十
五
銭
と
値
上
げ
ら
れ
る
。
第
五
年

以
降
の
表
紙
は
、
古
田
立
次
、
勝
田
蕉
琴
、
宮
川
安
信
、
佐
野
雪
窓
等
が
担
当

し
て
い
る
。

確
か
に
第
五
年
一
月
号
か
ら
一
年
余
り
は
、
塚
原
渋
柿
園
、
山
田
美
妙
、
二

葉
亭
四
迷
、
徳
田
秋
声
、
饗
庭
篁
村
、
佐
藤
紅
緑
、
島
崎
藤
村
、
戸
川
残
花
、

岡
野
知
十
等
の
文
学
者
や
、
坪
井
正
五
郎
、
淡
島
寒
月
、
鏑
木
清
方
等
、
知
識

人
、
文
化
人
、
芸
術
家
等
の
談
話
や
エ
ッ
セ
イ
が
寄
せ
ら
れ
、
本
稿
に
お
け
る

「
目
録
」
作
成
も
第
五
年
以
降
に
そ
の
意
義
を
深
く
見
出
せ
る
と
言
え
よ
う
。

第
五
年
八
月
号
（
明
治
四
一
・
八
・
一
）
か
ら
頻
繁
に
筆
を
執
っ
て
い
る
大
島

宝
水
は
岡
野
知
十
門
下
の
俳
人
で
あ
る
が
、「
流
行
」
誌
上
で
は
小
説
を
中
心

に
寄
稿
し
て
い
る
。
第
六
年
に
至
っ
て
再
び
署
名
記
事
は
減
少
す
る
が
、
第
七

年
一
月
号
か
ら
、
長
谷
川
時
雨
、
大
塚
楠
緒
子
、
小
川
未
明
、
山
岸
荷
葉
、
尾

島
菊
子
、
土
岐
哀
果
、
岡
田
八
千
代
、
田
村
俊
子
等
が
小
説
を
担
当
し
、
そ
の

内
容
は
と
も
か
く
、
執
筆
者
の
名
だ
け
は
充
実
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

当
時
既
に
脚
本
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
長
谷
川
時
雨
は
、「
青
い

桃
」（
第
七
年
一
月
号

明
治
四
三
・
一
・
一
）、「
松
の
葉
」（
第
七
年
十
月
号

明
治
四
三
・
一
〇
・
一
）、「
楓
の
葉
」（
第
八
年
五
月
号

明
治
四
四
・
五
・

一
）
と
三
作
を
寄
せ
て
い
る
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
小
川
未
明
「
花
の
都
へ
」



（
第
七
年
五
月
号

明
治
四
三
・
五
・
一
）
は
、『
定
本

小
川
未
明
小
説
全

集
』（
昭
和
五
四
・
四
・
六

一
〇
・
六

講
談
社
）
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な

い
。以

後
第
十
年
あ
た
り
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
小
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

第
十
一
年
に
至
る
と
小
説
は
掲
載
さ
れ
な
く
な
り
、
第
十
四
巻
第
七
号
（
大
正

六
・
七
・
一
）
か
ら
確
認
し
た
範
囲
で
の
最
後
の
号
で
あ
る
第
十
六
巻
第
七
号

（
大
正
八
・
七
・
一
）
ま
で
署
名
記
事
は
全
く
掲
載
さ
れ
ず
、
商
品
広
告
や
流

行
紹
介
の
頁
が
雑
誌
を
覆
う
よ
う
に
な
り
、
前
述
の
通
り
、
第
十
五
巻
第
三
号

か
ら
は
「
流
行
」
か
ら
「
白
木
タ
イ
ム
ス
」
へ
と
改
題
し
て
い
る
。
雑
誌
巻
頭

に
掲
載
さ
れ
た
「
改
題
の
詞
」
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

軽
風
春
を
送
り
来
つ
て
、
百
花
是
よ
り
将
さ
に
妍
を
競
は
む
と
す
。
茲
に

陽
春
三
月
、
弊
店
の
増
築
工
を
竣
へ
、
店
内
諸
般
の
設
備
亦
整
頓
を
告
ぐ

る
に
至
り
ぬ
。
今
や
弊
店
は
、
方
に
春
粧
を
凝
ら
し
て
華
客
各
位
に
見
え
、

愈
々
活
動
の
実
を
挙
げ
て
華
客
平
素
の
眷
恩
に
酬
い
む
と
は
す
る
な
り
。

本
誌
『
流
行
』
亦
此
機
会
に
於
て
、
改
題
し
て
白
木
『
タ
イ
ム
ス
』
と
称

し
、
業
務
の
拡
張
に
伴
つ
て
愈
々
機
敏
に
且
適
切
に
流
行
界
の
近
況
を
報

じ
、
弊
店
が
如
何
に
時
運
に
応
じ
て
内
容
の
充
実
に
努
め
つ
ゝ
あ
る
か
を

披
瀝
せ
む
と
す
。
乃
ち
本
誌
改
題
の
所
以
を
叙
し
併
せ
て
華
客
各
位
倍
旧

の
眷
顧
を
希
ふ
。

確
認
し
た
範
囲
で
は
、「
白
木
タ
イ
ム
ス
」
は
毎
月
一
日
に
発
行
さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
商
品
広
告
や
流
行
案
内
に
よ
っ
て
誌
面
が
構
成
さ
れ
、
署
名
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
大
正
十
年
九
月
以
降
の
白
木
屋
の

誌
は
、
内
外

か
ら
の
投
書
を
掲
載
し
た
「
白
木
週
報
」
と
い
う
社
内
報
に
切
り
替
え
ら
れ
る

た
め
、「
白
木
タ
イ
ム
ス
」
も
こ
の
頃
廃
刊
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
「
婦
人
と
子
供
」
と
い
う

誌
も
発
行
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、「
白
木
週
報
」「
婦
人
と
子
供
」
に
関
し
て
は
全
く
の
未
確
認
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、
後
に
挙
げ
る
「
目
録
」
の
意
義
は
第
五
年
第
一
号
以
後
に
あ
り
、

そ
れ
以
前
と
比
し
て
、
執
筆
者
や
記
事
内
容
の
充
実
が
伺
え
る
。
と
は
言
っ
て

も
、
尾
崎
紅
葉
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
巌
谷
小
波
、
森

外
等

を
会
員
と
す
る
流
行
会
を
擁
し
て
い
た
三
井
／
三
越
の
「
時
好
」
や
「
三
越
」

と
比
較
す
る
と
、
や
は
り
見
劣
り
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
発
行
部
数
も
、

「
時
好
」
が
一
万
六
千
部
、「
三
越
」
が
五
万
部
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
前
述
し

た
よ
う
に
、「
流
行
」
は
最
も
多
い
時
で
八
千
部
し
か
発
行
し
て
い
な
い
。「
時

好
」「
三
越
」
同
様
、「
流
行
」
誌
上
で
も
数
度
懸
賞
文
芸
作
品
を
募
集
し
て
い

る
が
、
短
歌
、
俳
句
等
が
中
心
の
小
規
模
な
も
の
で
、『
文
芸
の
三
越
』（
大
正

三
・
一
・
一
〇

三
越
呉
服
店
）
を
発
行
す
る
に
至
っ
た
三
越
の
そ
れ
と
比
較

す
る
と
、
商
業
戦
略
上
で
の
〈
文
学

の
利
用
も
前
面
化
さ
れ
て
い
な
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
本
稿
の
目
的
は
目
録
作
成
と
書
誌
的
事
項
を
記
述
す
る
点
に
あ
っ
た

の
で
、
掲
載
さ
れ
た
文
学
テ
ク
ス
ト
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
敢
え
て
深
入
り
し
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な
か
っ
た
。
特
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
注
意
す
べ
き
だ

が
、
そ
れ
ら
の
分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

注

土
屋
礼
子
「
百
貨
店
発
行
の
機
関
雑
誌
」（『
百
貨
店
の
文
化
史
｜
日
本
の
消
費
革

命
』
平
成
一
一
・
一
二
・
三

世
界
思
想
社
）
参
照
。

紫
楼
生
（
前
掲
の
土
屋
に
よ
れ
ば
浜
田
四
郎
）「
広
告
雑
誌
の
い
ろ

」（「
実

業
世
界
太
平
洋
」
４
｜
３

明
治
三
八
・
二
）
は
、
三
越
の
「
時
好
」
や
白
木
屋
の

「
家
庭
の
し
る
べ
」
等
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
種
々
の
広
告
雑
誌
は
「
定
価
は
明

記
し
て
あ
る
者
の
、
其
実
は
無
代
価
で
配
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
何
故
定
価
を

付
し
て
売
物
同
様
に
装
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
ふ
に
、
こ
れ
は
雑
誌
発
送
の
際
、

逓
信
省
よ
り
第
三
種
郵
便
物
と
し
て
認
可
せ
ら
る
ゝ
特
点
は
、
一
般
公
衆
に
売
弘
む

る
と
い
ふ
条
件
を
具
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
め
で
あ
る
。
も
し
も
無
代
価
で
配
布

す
る
者
、
非
売
品
と
す
れ
ば
、
逓
信
省
は
公
益
を
利
す
者
と
認
め
ず
し
て
一
冊
五
厘

の
郵
税
に
て
郵
送
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
か
ら
詮
方
が
な
い
。
発
行
者
は
形
式
上
定

価
を
付
し
て
発
行
し
て
居
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
が
、「
家
庭
の
し
る
べ
」
や
「
流

行
」
が
無
代
価
で
配
布
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
昭
和
三
二
・
三
・
一
八

株
式
会
社
白
木
屋
）
参
照
。

『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
前
掲
書
）
参
照
。

社
史
『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
前
掲
書
）
に
よ
れ
ば
、
本
多
二
郎
は
白
木
屋
店
員

で
、
明
治
四
一
年
に
設
け
ら
れ
た
店
務
調
査
会
の
委
員
も
担
当
し
て
い
る
。
社
史
に

よ
る
と
、
本
多
は
「
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
渡
米
し
て
、
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
ナ

ダ
に
お
い
て
、
六
年
間
に
わ
た
つ
て
同
地
の
百
貨
店
に
勤
務
、
彼
地
の
百
貨
店
の
実

際
を
学
ん
で
帰
朝
、
当
時
よ
う
や
く
百
貨
店
の
近
代
化
を
考
え
実
行
し
は
じ
め
よ
う

と
し
て
い
た
三
越
及
び
白
木
屋
か
ら
入
店
の
懇
請
を
う
け
て
、
結
局
白
木
屋
に
入
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店
」
し
た
が
、
店
務
調
査
会
に
よ
る
機
構
改
革
の
失
敗
の
あ
お
り
を
受
け
、
新
智
識

を
生
か
せ
ず
「
流
行
」
の
編
集
な
ど
に
携
わ
っ
た
後
、「
奥
田
専
務
時
代
に
な
つ
て

雑
貨
課
長
と
し
て
返
り
咲
い
た
が
、
や
が
て
退
店
し
た
」
と
い
う
。「
奥
田
専
務
」

と
は
、
大
正
八
年
か
ら
大
正
一
〇
年
ま
で
専
務
取
締
役
で
あ
っ
た
奥
田
竹
松
で
あ
ろ

う
。『

白
木
屋
三
百
年
史
』（
前
掲
書
）
参
照
。

土
屋
礼
子
「
百
貨
店
発
行
の
機
関
雑
誌
」、「
百
貨
店
発
行
の
逐
次
刊
行
物
リ
ス

ト
」（『
百
貨
店
の
文
化
史
｜
日
本
の
消
費
革
命
』
前
掲
書
）
参
照
。

拙
稿
「
三
越
刊
行
雑
誌
文
芸
作
品
目
録
｜

誌
「
時
好
」「
三
越
」
の
中
の

〈
文
学
」（「
同
志
社
国
文
学
」

平
成
一
二
・
一
）
を
参
照
の
こ
と
。

付
記資

料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
国
立
国
会
図
書
館
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
。



【
目
録
】

凡
例

一
、
本
目
録
は
白
木
屋
呉
服
店
が
刊
行
し
た
「
家
庭
の
し
る
べ
」、「
流
行
」、

「
白
木
タ
イ
ム
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
署
名
記
事
の
目
録
で
、
国
立
国
会
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

誌
を
対
象
に
作
成
し
た
。
よ
っ
て
国
会
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
な
い
巻
号
数
の
も
の
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て

お
く
。
確
認
し
た
範
囲
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
確
認
し
た
範
囲
で
の
「
白

木
タ
イ
ム
ス
」
に
は
署
名
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
目
録
で
は
省

略
し
た
。

○
「
家
庭
の
し
る
べ
」

第
一
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で

○
「
流
行
」

第
三
年
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

第
四
年
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
五
年
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
六
年
一
月
号
か
ら
三
月
号
ま
で
、
同
五
月
号
か
ら
九
月
号
ま
で
、
同
十
一
月

号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
七
年
一
月
号
か
ら
二
月
号
ま
で
、
同
四
月
号
か
ら
十
一
月
号
ま
で

第
八
年
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
九
年
一
月
号
か
ら
六
月
号
ま
で
、
同
八
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
十
年
一
月
号
か
ら
四
月
号
ま
で
、
同
六
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
十
一
年
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
十
二
年
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で

第
十
三
巻
第
二
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

第
十
四
巻
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

第
十
五
巻
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で

○
「
白
木
タ
イ
ム
ス
」

第
十
五
巻
第
三
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
同
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

第
十
六
巻
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で

一
、
署
名
を
添
え
た
記
事
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
全
て
挙
げ
た
。

一
、
記
事
を
書
い
た
筆
者
の
身
分
、
所
属
等
は
全
て
省
略
し
た
。

一
、
筆
者
名
は
雑
誌
の
表
記
の
も
の
を
最
初
に
記
し
、
雅
号
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
判
明
し
た
場
合
の
み
、
現
在
一
般
に
流
通
す
る
筆
者
名
を
括
弧
内

に
記
し
た
。

一
、
記
事
の
タ
イ
ト
ル
や
副
題
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
目
次
の
記

述
に
は
よ
ら
ず
、
全
て
記
事
冒
頭
の
記
述
に
よ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
の
中
に
「
承

前
」
等
の
語
が
あ
る
の
も
そ
の
結
果
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
付
さ
れ
た
振
り
仮

名
は
省
略
し
た
。

一
、
詩
歌
、
俳
句
等
韻
文
に
関
し
て
は
一
人
の
作
者
で
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て
い

る
場
合
の
み
挙
げ
た
。
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一
、
読
者
に
よ
る
投
稿
記
事
の
類
は
全
て
省
略
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
掲
載
さ

れ
た
選
者
等
の
作
品
に
つ
い
て
も
省
略
し
た
。

一
、
記
事
名
の
下
の
頁
数
は
、
全
て
頁
数
を
付
さ
れ
た
本
文
の
頁
数
で
あ
る
。

一
、
原
則
と
し
て
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。

○
「
家
庭
の
し
る
べ
」

【
第
一
号
（
明
治
三
七
・
七
・
七
発
行
）】

松
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
」（
九
頁
下
段

一
二
頁
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
二
三
頁
下
段

二
八
頁
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
」（
四
〇
頁
下
段

四
五
頁
）

青
濤
「
夏
蜜
柑
」（
五
六

六
六
頁
）

【
第
二
号
（
明
治
三
七
・
八
・
七
発
行
）】

青
濤
「
夏
蜜
柑
（
承
前
）」（
一

一
三
頁
）

松
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
（
承
前
）」（
一
四

一
五
頁
）

漱
石
「
式
法

婚
礼
の
部
」（
一
六

二
三
頁
上
段
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
二
七

二
九
頁
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
（
承
前
）」（
四
四
頁
下
段

四
七
頁
上
段
）

【
第
三
号
（
明
治
三
七
・
九
・
一
発
行
）】

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
（
承
前
）」（
一
三

一
四
頁
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
一
七

二
〇
頁
上
段
）
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立
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図
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店
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一
〇
三

雑
録
（
玄
斎
「
寄
書
」）（
三
三
頁
下
段

三
七
頁
上
段
）

松
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
（
承
前
）」（
四
一

四
二
頁
上
段
）

む
ら
「
敵
味
方
」（
四
五

五
五
頁
）

【
第
四
号
（
明
治
三
七
・
一
〇
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
四

一
三
頁
）

北
盧
訳
「
英
米
貴
女
紳
士
交
際
法
」（
二
一
頁
下
段

二
五
頁
上
段
）

「
雑
録
」（
呉
羽
生
「
寄
書
」）（
二
五
頁
下
段

二
八
頁
上
段
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
三
五
頁
下
段

三
八
頁
）

漱
石
「
式
法

婚
礼
の
部
（
二
号
の
つ
ゞ
き
）」（
三
九

四
一
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
」（
四
七

五
〇
頁
上
段
）

無
名
子
「
犠
牲
」（
五
一

六
三
頁
）

【
第
五
号
（
明
治
三
七
・
一
一
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
四

一
二
頁
）

松
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
（
三
号
の
つ
ゞ
き
）」（
一
八

一
九
頁
）

漱
石
「
式
法

婚
礼
の
部
（
前
号
の
つ
ゞ
き
）」（
二
〇

二
二
頁
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
三
一

三
四
頁
上
段
）

北
盧
訳
「
英
米
貴
女
紳
士
交
際
法
（
承
前
）」（
三
四
頁
下
段

三
七
頁
上
段
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
（
二
号
の
つ
ゞ
き
）」（
三
七
頁
下
段

三
九
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
つ
ゞ
き
）」（
四
〇

四
四
頁
上
段
）

月
下
人
「
魔
力
」（
五
六

六
五
頁
）



【
第
六
号
（
明
治
三
七
・
一
二
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
（
前
号
の
つ
ゞ
き
）」（
四

一
五
頁
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
二
一
頁
下
段

三
〇
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
」（
三
八
頁
下
段

四
二
頁
上
段
）

漱
石
「
式
法

婚
礼
の
部
（
つ
ゞ
き
）」（
四
二

四
六
頁
）

紫
生
「
愛
の
光
」（
五
一

六
二
頁
）

【
第
七
号
（
明
治
三
八
・
一
・
一
発
行
）】

春
人
「
朝
風
呂
」（
四

一
六
頁
）

北
盧
「
英
米
貴
女
紳
士
交
際
法
（
承
前
）」（
二
二

二
四
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
つ
ゞ
き
）」（
二
五

二
七
頁
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
二
八

三
〇
頁
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
（
主
方
の
続
）」（
三
一

三
三
頁
上
段
）

「
雑
録
」（
中
村
生
「
諸
国
風
俗
と
方
言
」）（
三
三
頁

三
六
頁
）

物
外
居
子
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
」（
三
八

四
五
頁
）

【
第
八
号
（
明
治
三
八
・
二
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
四

一
〇
頁
）

漱
石
「
式
法

婚
礼
の
部
（
六
号
の
続
）」（
一
七

二
一
頁
上
段
）

北
盧
「
英
米
貴
女
紳
士
交
際
法
（
承
前
）」（
二
五

二
六
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
続
き
）」（
二
七

二
九
頁
上
段
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
二
九
頁
下
段

三
二
頁
上
段
）

青
旻
「
高
利
貸
」（
三
五

四
六
頁
）

【
第
九
号
（
明
治
三
八
・
三
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
四

七
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
続
き
）」（
一
二

一
三
頁
）

丈
八
「
笑
門
」（
一
四

一
六
頁
）

漱
石
「
式
法

婚
礼
の
部
（
前
号
の
続
）」（
一
八
頁
下
段

二
一
頁
上
段
）

笑
阿
弥
「
文
苑
」（
二
二

二
六
頁
）

松
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
法
（
棚
飾
）」（
二
七

二
九
頁
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
」（
三
〇

三
一
頁
）

春
人
「
女
記
者
」（
三
五

四
四
頁
）

【
第
十
号
（
明
治
三
八
・
四
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
四

九
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
承
前
）」（
二
三
頁
下
段

二
五
頁
）

丈
八
「
笑
門
」（
紫
雄
作
「
伊
勢
参
り
」）（
二
六

二
九
頁
上
段
）

笑
阿
弥
「
文
苑
」（
三
一

三
五
頁
）

春
人
「
お
ぼ
ろ
夜
」（
三
九

四
九
頁
）

【
第
十
一
号
（
明
治
三
八
・
五
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
四

一
〇
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
続
）」（
一
八

二
〇
頁
上
段
）

松
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
法
（
棚
飾

第
九
号
の
つ
ゞ
き
）」（
二
三

二
四
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頁
）

丈
八
「
笑
門
」（
二
五

二
九
頁
）

麗
水
（
遅
塚
麗
水
）「
籤
当
」（
三
五

四
六
頁
）

【
第
十
二
号
（
明
治
三
八
・
六
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
小
説

裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
四

一
一
頁
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
（
第
九
号
の
つ
ゞ
き
）」（
一
五

一
七
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
続
）」（
二
四
頁
下
段

二
七
頁
上
段
）

丈
八
「
笑
門
」（
二
七
頁
下
段

三
〇
頁
）

松
呂
庵
「
雑
録
」（
三
三

三
四
頁
）

な
に
が
し
「
パ
ノ
ラ
マ
」（
三
五

四
四
頁
）

【
第
十
三
号
（
明
治
三
八
・
七
・
一
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
小
説

裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
五

一
二
頁
）

漱
石
「
式
法

婚
礼
の
部
（
九
号
の
続
）」（
一
七
頁
下
段

一
九
頁
）

丈
八
「
笑
門
」（
二
〇

二
二
頁
上
段
）

水
藻
「
化
学
的
化
粧
法
」（
二
二
頁
下
段

二
五
頁
上
段
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
続
）」（
二
八

二
九
頁
）

く
れ
が
し
「
隣
座
敷
」（
三
三

四
四
頁
）

【
第
十
四
号
（
明
治
三
八
・
八
・
一
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
小
説

裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
五

一
〇
頁
）

松
浦
伯
直
伝
「
家
内
装
飾
法
（
第
十
一
号
の
つ
ゞ
き
）」（
一
三
頁
下
段

一
五
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一
〇
五

頁
）

叢
軒
「
育
児
法
（
前
号
の
続
）」（
一
六

一
七
頁
）

丈
八
述
「
笑
門
」（
一
八

二
〇
頁
）

水
藻
「
化
粧
法
」（
三
六
頁
下
段

三
八
頁
）

青
濤
「
船
世
帯
」（
三
九
頁

四
七
頁
）

【
第
十
五
号
（
明
治
三
八
・
九
・
一
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
小
説

裁
縫
指
南
（
承
前
）」（
五

一
四
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
」（
二
〇

二
一
頁
）

丈
八
「
笑
門
」（
二
二

二
三
頁
）

「
雑
緑
」（
宇
賀
の
浦
人
「
電
車
の
中
」）（
二
五

三
〇
頁
上
段
）

松
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
法
」（
三
三
頁
下
段

三
八
頁
上
段
）

青
濤
「
船
世
帯
（
承
前
）」（
四
一

四
九
頁
）

【
第
十
六
号
（
明
治
三
八
・
一
〇
・
一
〇
発
行
）】

水
藻
「
化
粧
法
」（
一
二
頁
下
段

一
五
頁
）

丈
八
「
笑
門
」（
一
六

一
九
頁
上
段
）

叢
軒
「
育
児
法
」（
一
九
頁
下
段

二
一
頁
）

「
雑
録
」（
宇
賀
の
浦
之
助
「
妻
君
の
こ
と
」）（
二
四

二
九
頁
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
」（
三
一

三
三
頁
）

青
濤
「
生
別
」（
三
四

四
二
頁
）

【
第
十
七
号
（
明
治
三
八
・
一
一
・
一
〇
発
行
）】



山
口
物
外
「
小
説

裁
縫
指
南
（
十
五
号
の
つ
ゞ
き
）」（
五

一
一
頁
）

杉
浦
伯
直
伝
「
室
内
装
飾
法
（
つ
ゞ
き
）」（
一
五

一
七
頁
）

丈
八
「
笑
門
」（
一
八

二
〇
頁
）

水
藻
「
化
粧
法
」（
二
一

二
三
頁
上
段
）

「
寄
書
」（
六
花
生
「
悪
魔
」）（
二
八
頁
下
段

三
四
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
」（
三
五

三
八
頁
上
段
）

雨
六
生
「
雑
録
」（
三
八
頁
下
段

四
三
頁
）

青
濤
「
生
別
」（
四
四

五
一
頁
）

【
第
十
八
号
（
明
治
三
八
・
一
二
・
一
〇
発
行
）】

な
に
が
し
「
写
真
」（
四

一
二
頁
）

叢
軒
「
育
児
法
」（
一
九
頁
下
段

二
一
頁
上
段
）

丈
八
訳
「
笑
門
」（
二
一
頁
下
段

二
三
頁
）

勇
猛
精
進
庵
「
茶
道
の
話
」（
二
四

二
六
頁
）

笑
阿
弥
「
内
と
外
」（
三
六

四
一
頁
）

○
「
流
行
」

【
第
三
年
第
一
号
（
明
治
三
九
・
一
・
五
発
行
）】

竹
芝
浦
人
（
遅
塚
麗
水
）「
凱
旋
馬
」（
四

一
一
頁
）

水
藻
「
化
粧
法
」（
二
三
頁
下
段

二
六
頁
上
段
）

物
外
（
山
口
物
外
）「
過
去
に
於
け
る
流
行
の
趨
勢
」（
三
七

四
〇
頁
）

春
人
「
花
売
娘
」（
四
一

五
〇
頁
）

【
第
三
年
第
二
号
（
明
治
三
九
・
二
・
五
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
過
去
の
流
行
に
就
て
」（
一

一
〇
頁
）

鶯
亭
金
升
「
新
年
の
河
」（
二
三
頁
）

鶯
亭
金
升
「
三
題
ば
な
し
」（
二
四

二
七
頁
上
段
）

西
尾
麟
慶
講
演

今
村
次
郎
速
記
「
白
木
の
大
黒
」（
二
八

三
五
頁
）

森
本
春
子
「
衣
服
」（
三
六

三
八
頁
）

春
人
「
花
売
娘
（
前
号
の
つ
ゞ
き
）」（
四
三

五
二
頁
）

【
第
三
年
第
三
号
（
明
治
三
九
・
三
・
五
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
過
去
の
流
行
に
就
て
（
承
前
）」（
一

五
頁
上
段
）

森
本
春
子
「
衣
服
」（
二
〇
頁
下
段

二
二
頁
上
段
）

西
尾
麟
慶
講
演

今
村
次
郎
速
記
「
白
木
の
大
黒
（
つ
ゞ
き
）」（
二
七

三
二

頁
）

一
記
者
「
読
川
柳
点
」（
三
三

三
五
頁
上
段
）

鶯
亭
金
升
「
三
題
ば
な
し
」（
三
五
頁
下
段

三
八
頁
）

稲
岡
奴
之
助
「
理
想
の
夫
」（
三
九

五
二
頁
）

【
第
三
年
第
四
号
（
明
治
三
九
・
四
・
五
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
過
去
の
流
行
に
就
て
（
承
前
）」（
一

三
頁
上
段
）

西
尾
麟
慶
講
演

今
村
次
郎
速
記
「
白
木
の
大
黒
（
つ
ゞ
き
）」（
一
一

二
一

頁
）
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金
升
（
鶯
亭
金
升
）「
三
題
ば
な
し
」（
二
四

二
五
頁
）

一
記
者
「
読
柳
樽
（
前
号
の
つ
ゞ
き
）」（
二
六

二
七
頁
）

森
本
春
子
「
衣
服
」（
二
八

二
九
頁
上
段
）

春
人
「
春
怨
」（
三
〇

四
二
頁
）

【
第
三
年
第
五
号
（
明
治
三
九
・
五
・
五
発
行
）】

物
外
（
山
口
物
外
）「
過
去
の
流
行
に
就
て
（
承
前
）」（
一

三
頁
）

桃
川
燕
玉
講
演

今
村
次
郎
速
記
「
桃
山
の
花
見
」（
一
一

一
六
頁
）

鶯
亭
金
升
「
三
題
話
」（
一
八

二
一
頁
上
段
）

森
本
春
子
「
衣
服
（
承
前
）」（
二
一
頁
下
段

二
二
頁
）

く
れ
が
し
「
奴
」（
二
三

三
〇
頁
）

【
第
三
年
第
六
号
（
明
治
三
九
・
六
・
五
発
行
）】

山
口
物
外
「
過
去
の
流
行
に
就
い
て
（
承
前
）」（
一

四
頁
）

桃
川
燕
玉
講
演

今
村
次
郎
速
記
「
桃
山
の
花
見
」（
一
〇

一
七
頁
）

森
本
春
子
「
衣
服
（
承
前
）」（
一
八

二
〇
頁
）

文
の
屋
述
「
三
題
噺
」（
二
一
頁
）

一
記
者
「
読
川
柳
多
留
」（
二
二

二
三
頁
）

千
つ
か
の
里
人
「
洗
ひ
鯉
」（
二
六

三
七
頁
）

【
第
三
年
第
七
号
（
明
治
三
九
・
七
・
五
発
行
）】

山
口
物
外
「
過
去
の
流
行
に
就
い
て
（
承
前
）」（
一

六
頁
）

森
本
春
子
「
衣
服
」（
一
〇

一
一
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
〇
七

鶯
亭
金
升
「
三
題
話
」（
一
二

一
四
頁
）

雨
六
生
「
か
た
び
ら
」（
一
七

一
八
頁
）

桃
川
燕
玉
口
演

今
村
次
郎
速
記
「
浅
妻
船
」（
二
〇

二
六
頁
）

一
記
者
「
読
柳
多
留
」（
二
七
頁
）

青
影
「
女
教
師
」（
二
八

三
六
頁
）

【
第
三
年
第
八
号
（
明
治
三
九
・
八
・
五
発
行
）】

山
口
物
外
「
過
去
の
流
行
に
就
い
て
（
承
前
）」（
一

五
頁
上
段
）

反
哺
斎
作
「
昔
噺
」（
一
一
頁
下
段
）

桃
川
燕
玉
口
演

今
村
次
郎
速
記
「
浅
妻
船
」（
一
二

一
八
頁
）

鶯
亭
金
升
「
三
題
話
」（
二
一

二
二
頁
）

森
本
春
子
「
衣
服
」（
二
三
頁
）

一
記
者
「
読
柳
多
留
」（
二
五
頁
下
段

二
七
頁
上
段
）

宗
阿
弥
「
栄
華
の
夢
」（
二
八

三
六
頁
）

【
第
三
年
第
九
号
（
明
治
三
九
・
九
・
五
発
行
）】

物
外
居
子
（
山
口
物
外
）「
夏
痩
」（
一

六
頁
）

鶯
亭
金
升
「
三
題
話
」（
八
頁
下
段

一
〇
頁
上
段
）

森
本
春
子
「
衣
服
」（
一
〇
頁
下
段

一
一
頁
）

一
記
者
「
読
柳
多
留
」（
一
二

一
四
頁
上
段
）

桃
川
燕
玉
口
演

今
村
次
郎
速
記
「
浅
妻
船
」（
一
六

二
一
頁
）

奴
之
助
（
稲
岡
奴
之
助
）「
霊
薬
」（
二
二

三
三
頁
）



【
第
三
年
第
十
号
（
明
治
三
九
・
一
〇
・
五
発
行
）】

山
口
物
外
「
過
去
の
流
行
に
就
い
て
（
前
々
号
の
つ
ゞ
き
）」（
一

四
頁
上

段
）

猶
興
生
「
家
具
の
構
造
と
寝
具
」（
一
〇

一
二
頁
）

鶯
亭
金
升
「
三
題
話
」（
一
三

一
四
頁
）

一
記
者
「
読
柳
多
留
」（
一
六

一
七
頁
上
段
）

老
鶯
居
「
店
ざ
ら
し
」（
一
七
頁
下
段
）

雨
六
生
「
妻
君
と
御
相
談
」（
一
八

一
九
頁
）

宗
阿
弥
稿
「
栄
華
の
夢
（
承
前
）」（
二
〇

二
九
頁
）

【
第
三
年
第
十
一
号
（
明
治
三
九
・
一
一
・
五
発
行
）】

山
口
物
外
「
過
去
の
流
行
に
就
て
（
承
前
）」（
一

三
頁
）

鶯
亭
金
升
「
三
題
ば
な
し
」（
九

一
〇
頁
）

鶯
亭
金
升
「
七
五
三
吟
」（
一
〇
頁
下
段
）

桃
川
燕
玉
口
演

今
村
次
郎
速
記
「
大
岡
政
談

念
仏
取
戻
し
」（
一
五

一

八
頁
）

篠
山
吟
葉
「
森
の
声
」（
一
九

四
〇
頁
）

【
第
三
年
第
十
二
号
（
明
治
三
九
・
一
二
・
五
発
行
）】

山
口
物
外
「
過
去
の
流
行
に
就
て
（
承
前
）」（
一

四
頁
上
段
）

桃
川
燕
玉
口
演

今
村
次
郎
速
記
「
大
岡
政
談

念
仏
取
戻
し
（
承
前
）」（
六

頁
下
段

一
〇
頁
）

篠
山
吟
葉
「
翌
朝
」（
一
五

二
九
頁
）

【
第
四
年
一
月
号
（
明
治
四
〇
・
一
・
五
発
行
）】

野
崎
柴
兮

星
野
麦
人
「
春
こ
ろ
も
」（
九
頁
）

吟
葉
（
篠
山
吟
葉
）
輯
「
飾
り
藁
」（
九
頁
下
段

一
〇
頁
）

ぎ
ん
え
ふ
（
篠
山
吟
葉
）「
新
年
末
」（
一
一

二
〇
頁
）

そ
れ
が
し
「
初
日
影
」（
二
六

三
八
頁
）

【
第
四
年
二
月
号
（
明
治
四
〇
・
二
・
五
発
行
）】

雨
六
「
梅
見
小
袖
」（
二
六

二
八
頁
）

篠
山
吟
葉
「
霊
鏡
」（
三
三
頁
下
段

四
九
頁
）

【
第
四
年
三
月
号
（
明
治
四
〇
・
三
・
五
発
行
）】

桃
川
燕
玉
口
演
「
勧
善
常
世
物
語
」（
一
六

三
七
頁
）

春
人
「
新
妻
」（
四
五

五
六
頁
）

【
第
四
年
四
月
号
（
明
治
四
〇
・
四
・
五
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
四
年
五
月
号
（
明
治
四
〇
・
五
・
五
発
行
）】

桃
川
燕
玉
口
演
「
勧
善
常
世
物
語
（
第
四
年
三
月
号
の
つ
ゞ
き
）」（
六

二
四

頁
上
段
）

【
第
四
年
六
月
号
（
明
治
四
〇
・
六
・
五
発
行
）】

桃
川
燕
玉
口
演
「
勧
善
常
世
物
語
（
第
四
年
五
月
号
の
つ
ゞ
き
）」（
一
〇

二

〇
頁
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
〇
八



【
第
四
年
七
月
号
（
明
治
四
〇
・
七
・
五
発
行
）】

井
手
馬
太
郎
談
「
図
案
に
就
て
」（「
諸
家
訪
問
録
」）（
三

七
頁
）

松
野
秀
子
「
涼
み
台
」（
一
四

一
八
頁
）

桃
川
燕
玉
口
演
「
勧
善
常
世
物
語
（
つ
ゞ
き
）」（
二
〇

二
三
頁
）

【
第
四
年
八
月
号
（
明
治
四
〇
・
八
・
五
発
行
）】

山
口
物
外
「
東
博
演
芸
館
に
新
潟
芸
妓
出
演
の

末
」（
表
紙
裏

一
三
頁
）

前
田
健
次
郎
談
「
図
案
界
の
現
在
と
将
来
」（
二
五
頁
下
段

三
〇
頁
上
段
）

【
第
四
年
九
月
号
（
明
治
四
〇
・
九
・
五
発
行
）】

一
記
者
「
文
様
図
案
に
就
い
て
一
般
の
嗜
好
」（
表
紙
裏

五
頁
）

吉
武
栄
之
進
談
「
染
織
界
の
現
状
」（「
諸
家
訪
問
録
」）（
九

二
〇
頁
）

【
第
四
年
十
月
号
（
明
治
四
〇
・
一
〇
・
五
発
行
）】

渡
辺
紫
葉
「
指
輪
」（
九

一
五
頁
）

市
川
左
団
次
談
（「
諸
家
訪
問
録
」）（
二
一

二
五
頁
上
段
）

【
第
四
年
十
一
月
号
（
明
治
四
〇
・
一
一
・
五
発
行
）】

物
外
迂
夫
（
山
口
物
外
）「
深
川
芸
者
の
扮
装
」（
一
五

二
一
頁
）

【
第
四
年
十
二
月
号
（
明
治
四
〇
・
一
二
・
五
発
行
）】

某
婦
人
談
「
顔
と
着
物
の
配
色
」（
一
七

二
〇
頁
上
段
）

桃
川
燕
玉
口
演
「
勧
善
常
世
物
語
（
つ
ゞ
き
）」（
二
〇
頁
上
段

二
六
頁
上

段
）

【
第
五
年
一
月
号
（
明
治
四
一
・
一
・
一
五
発
行
）】

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
〇
九

山
口
物
外
「『
流
行
』
改
良
の

末
」（
一

二
頁
）

塚
原
渋
柿
園
「
時
代
と
服
装
及
其
調
和
」（
八

一
二
頁
上
段
）

竹
越
三
叉
「
装
身
具
流
行
の
源
泉
」（
一
二
頁
上
段

一
四
頁
下
段
）

山
田
美
妙
「
日
本
婦
人
今
後
の
服
装
」（
一
四
頁
下
段

一
八
頁
上
段
）

大
塚
楠
緒
子
「
室
内
に
於
け
る
衣
裳
」（
一
八
頁
上
段

一
九
頁
）

三
宅
花
圃
「
服
装
の
色
合
と
模
様
」（
二
〇

二
一
頁
上
段
）

楽
斎
（
藤
波
楽
斎
）「
喜
劇
脚
本

良
人
征
伐
」（
二
一
頁
下
段

三
一
頁
上

段
）

久
良
岐
（
阪
井
久
良
岐
）
吟
「
新
風
俗
詩
」（
三
五
頁
下
段

三
六
頁
上
段
）

【
第
五
年
二
月
号
（
明
治
四
一
・
二
・
一
発
行
）】

鵜
飼
天
淵
「
衣
裳
と
道
徳
」（
一

三
頁
）

生
「
色
と
模
様
」（
四

六
頁
下
段
）

戸
川
残
花
「
流
行
衣
裳
茶
談
」（
七

九
頁
下
段
）

藤
間
勘
右
衛
門
「
衣
裳
の
着
か
た
」（
九
頁
下
段

一
二
頁
下
段
）

藤
沢
浅
次
郎
「
舞
台
に
於
け
る
着
装
上
の
苦
心
」（
一
二
頁
下
段

一
五
頁
上

段
）

木
村
俊
秀
「
人
体
の
各
部
と
服
装
の
調
和
」（
一
五
頁
上
段

一
八
頁
）

ア
ー
サ
ー
、
デ
ビ
ー
談
「
毛
織
物
と
日
人
嗜
好
の
向
上
」（
一
九

二
一
頁
上

段
）

竹
越
三
叉
「
装
身
具
流
行
の
源
泉
（
承
前
）」（
二
一
頁
上
段

二
四
頁
上
段
）



山
田
美
妙
「
日
本
婦
人
今
後
の
服
装
」（
二
四
頁
上
段

二
六
頁
）

藤
波
楽
斎
「
呉
服
の
間
（
酒
井
雅
楽
様
の
御
殿
）」（
二
七

三
二
頁
下
段
）

真
可
禰
（
関
谷
真
可
禰
）「
水
仙
の
歌
に
就
て
」（
三
四
頁
下
段

三
七
頁
下

段
）

【
第
五
年
三
月
号
（
明
治
四
一
・
三
・
一
発
行
）】

鵜
飼
天
淵
「
流
行
の
代
償
（
高
い
流
行
と
安
い
流
行
）」（
一

三
頁
）

岡
村
天
籟
「
如
何
に
せ
ば
美
人
た
る
を
得
べ
き
や
」（
四

六
頁
上
段
）

一
記
者
「
婦
人
の
扮
装
」（
六
頁
上
段

七
頁
上
段
）

坪
井
正
五
郎
「
諸
人
種
婦
人
の
身
だ
し
な
み
」（
七
頁
下
段

一
〇
頁
上
段
）

二
葉
亭
四
迷
「
露
国
の
流
行
と
我
国
流
行
の
前
途
」（
一
〇
頁
下
段

一
二
頁

上
段
）

徳
田
秋
声
「
流
行
座
談
」（
一
二
頁
下
段

一
三
頁
下
段
）

小
峰
邦
寿
「
衣
裳
と
色
合
」（
一
三
頁
下
段

一
五
頁
下
段
）

土
肥
慶
蔵
「
美
貌
術
に
就
て
」（
一
五
頁
下
段

一
七
頁
上
段
）

喜
多
村
緑
郎
談
「
化
粧
の
方
法
に
就
て
」（
一
七
頁
下
段

二
〇
頁
上
段
）

新
橋
花
の
家
の
女
将
談
「
衣
裳
の
好
み
」（
二
〇
頁
上
段

二
二
頁
上
段
）

戸
根
愛
子
談
「
髪
の
結
ひ
や
う
」（
二
二
頁
下
段

二
五
頁
）

楽
斎
（
藤
波
楽
斎
）「
敵
討
十
軒
店
」（
二
六

三
五
頁
）

【
第
五
年
四
月
号
（
明
治
四
一
・
四
・
一
発
行
）】

山
口
物
外
「
蘆
出
模
様
」（
一

三
頁
）

山
口
物
外
「
六
歌
仙
」（
三

五
頁
）

饗
庭
篁
村
「
流
行
さ
せ
て
見
た
い
と
思
ふ
も
の
」（
九

一
〇
頁
下
段
）

淡
島
寒
月
「
流
行
は
人
の
不
用
意
を
襲
ふ
」（
一
〇
頁
下
段

一
三
頁
下
段
）

佐
藤
紅
緑
「
流
行
に
就
て
の
予
の
希
望
」（
一
三
頁
下
段

一
七
頁
上
段
）

幸
堂
得
知
「
芝
居
に
用
ゐ
る
衣
裳
の
変
遷
に
つ
き
て
」（
一
七
頁
上
段

一
九

頁
）

島
崎
藤
村
「
玩
具
の
話
」（
二
〇

二
三
頁
上
段
）

藤
沢
浅
次
郎
「
舞
台
に
於
け
る
化
粧
の
苦
心
」（
二
三
頁
上
段

二
五
頁
上

段
）

河
瀬
元
九
郎
「
如
何
に
せ
ば
美
容
た
る
を
得
べ
き
か
」（
二
五
頁
下
段

二
九

頁
上
段
）

桔
梗
や
千
代
子
「
花
流
界
の
流
行
」（
二
九
頁
上
段

三
〇
頁
）

楽
斎
（
藤
波
楽
斎
）「
新
作
脚
本

滑
稽
二
夫
婦
」（
三
四

四
八
頁
上
段
）

【
臨
時
増
刊
（
明
治
四
一
・
四
・
二
三
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
五
年
五
月
号
（
明
治
四
一
・
五
・
一
発
行
）】

塚
原
渋
柿
園
「
時
代
と
服
装
」（
四

七
頁
上
段
）

杉
孫
八
郎
談
「
上
流
婦
人
の
社
交
と
服
装
」（
七
頁
上
段

九
頁
下
段
）

鏑
木
清
方
「
絵
画
の
美
人
と
活
美
人
」（
九
頁
下
段

一
一
頁
）

新
橋
花
月
女
将
「
衣
裳
の
う
つ
り
」（
一
二

一
四
頁
下
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
〇



佐
藤
紅
緑
「
流
行
に
就
て
の
予
の
希
望
（
承
前
）」（
一
四
頁
下
段

一
八
頁
上

段
）

信
田
葛
葉
「
文
士
の
服
装
」（
一
八
頁
）

榊
原
蕉
園
「
衣
裳
の
絵
」（
一
九

二
〇
頁
上
段
）

斎
藤
陽
子
「
色
と
柄
と
地
の
三
流
行
」（
二
〇
頁
上
段

二
二
頁
上
段
）

高
山
菊
代
「
衣
服
の
美
と
家
庭
装
飾
の
美
」（
二
二
頁
上
段

二
四
頁
上
段
）

秦
利
舞
子
「
衣
装
の
美
観
念
」（
二
四
頁
下
段

二
七
頁
上
段
）

楽
斎
（
藤
波
楽
斎
）「
小
説

奇
薬
妙
薬
」（
二
八

三
七
頁
）

【
第
五
年
六
月
号
（
明
治
四
一
・
六
・
一
発
行
）】

一
記
者
「
本
黒
八
千
代
染
の
由
来
」（
四
頁
下
段

七
頁
下
段
）

戸
川
残
花
「
趣
味
と
実
用
」（
一
二

一
三
頁
）

遅
塚
麗
水
談
「
美
人
と
風
俗
人
形
」（
一
四

一
七
頁
）

市
川
左
団
次
段
「
若
い
婦
人
の
衣
裳
」（
一
八

一
九
頁
下
段
）

本
田
春
子
「
裁
縫
に
於
け
る
苦
心
の
か
ず

」（
一
九
頁
下
段

二
三
頁
下

段
）

新
橋
吉
田
川
女
将
談
「
花
柳
界
の
流
行
」（
二
三
頁
下
段

二
六
頁
上
段
）

高
田
槙
三
夫
人
談
「
衣
服
の
涼
し
い
色
」（
二
六
頁
上
段

二
七
頁
上
段
）

日
向
き
ん
子
談
「
洋
装
の
日
本
婦
人
と
和
装
の
外
国
婦
人
」（
二
七
頁
下
段

二
九
頁
）

ら
く
生
「
流
行
そ
ゞ
ろ
言
」（
三
〇

三
四
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
一

信
田
葛
葉
「
俳
句
上
の
服
装
」（
三
四
頁
上
段

三
五
頁
）

楽
斎
（
藤
波
楽
斎
）「
蘆
手
日
記
」（
三
六

四
六
頁
）

【
第
五
年
七
月
号
（
明
治
四
一
・
七
・
一
発
行
）】

川
上
貞
奴
談
「
巴
里
の
贅
沢
競
べ

附
た
り
欧
州
に
於
け
る
日
本
の
流
行
」

（
一
二

一
八
頁
下
段
）

伊
藤
龍
涯
談
「
婚
礼
の
今
昔
」（
一
八
頁
下
段

二
一
頁
上
段
）

吉
村
千
鶴
子
談
「
衣
服
の
見
立
」（
二
二

二
三
頁
）

有
馬
男
爵
夫
人
談
「
衣
裳
の
模
様
」（
二
四

二
六
頁
下
段
）

大
野
洒
竹
談
「
新
婚
旅
行
と
衣
服
」（
二
六
頁
下
段

二
九
頁
上
段
）

清
元
延
寿
太
夫
談
「
音
曲
家
の
衣
服
」（
二
九
頁
上
段

三
〇
頁
）

一
記
者
「
文
士
と
医
士
の
婦
人
観
」（
三
一

三
二
頁
上
段
）

平
山
蘆
江
「
支
那
服
の
流
行
」（
三
二
頁
上
段

三
三
頁
）

楽
斎
（
藤
波
楽
斎
）「
新
作
落
語

白
木
屋
」（
三
四

四
二
頁
）

【
第
五
年
八
月
号
（
明
治
四
一
・
八
・
一
発
行
）】

戸
川
残
花
「
図
案
と
文
芸
」（
一

四
頁
）

三
輪
善
兵
衛
談
「
白
粉
化
粧
に
於
け
る
生
彩
」（
四

九
頁
）

高
木
富
子
談
「
色
の
流
行
と
形
の
流
行
」（
九

一
一
頁
）

岡
野
知
十
「
女
流
作
家
が
作
中
の
服
飾
」（
一
二

一
六
頁
）

大
島
宝
水
「
当
世
浮
世
風
呂
」（
一
七

二
二
頁
）

唐
沢
新
助

水
上
規
矩
夫
「
牛
吼
馬
嘶
義
」（
二
三

二
七
頁
）



【
第
五
年
九
月
号
（
明
治
四
一
・
九
・
一
発
行
）】

大
島
宝
水
「
演
劇
よ
り
得
る
衣
裳
の
選
択
」（
一

二
頁
）

進
藤
道
太
郎
談
「
欧
米
に
於
け
る
訪
問
の
心
得
」（
三

八
頁
）

河
野
関
子
談
「
和
服
と
洋
服
」（
八

一
一
頁
）

三
蝶
生
（
大
島
宝
水
）「
帳
場
格
子
」（
一
二

一
六
頁
）

戸
川
残
花
「
御
殿
女
中
の
昔
話
」（
一
八

二
〇
頁
）

「
白
露
秋
分
」（
甲
野
欽
吾
「
趣
味
と
実
用
」
宗
近
一
「
生
花
と
歌
沢
」）（
二

〇

二
三
頁
上
段
）

広
目
天
「
新
摩

女
経
」（
二
三
頁
下
段

二
四
頁
下
段
）

【
第
五
年
十
月
号
（
明
治
四
一
・
一
〇
・
一
発
行
）】

葦
生
「「
姿
」
の
美
」（
一

三
頁
）

木
原
式
部
「
流
行
に
就
て
」（
三

四
頁
）

高
木
兼
寛
談
「
日
本
間
と
西
洋
室
」（
六

八
頁
）

鳩
山
春
子
談
「
流
行
と
趣
味
」（
一
〇

一
三
頁
）

大
島
宝
水
「
さ
む
さ
橋
」（
一
四

一
八
頁
）

古
河
生
「「
冥
土
の
飛
脚
」
と
「
天
の
網
島
」」（
二
〇

二
一
頁
下
段
）

ま
つ
を
「
俳
優
見
立
」（
二
一
頁
下
段

二
二
頁
上
段
）

【
第
五
年
十
一
月
号
（
明
治
四
一
・
一
一
・
一
発
行
）】

工
此
子
「
国
粹
自
粹
」（
一

三
頁
）

中
鉢
美
明
夫
人
談
「
家
庭
の
交
際
官
」（
四

八
頁
）

岡
田
八
千
代
子
談
「
流
行
に
就
て
」（
八

九
頁
）

大
島
宝
水
「
さ
む
さ
橋
」（
一
〇

一
五
頁
）

残
花
叟
（
戸
川
残
花
）「
天
保
前
後
の
好
尚

附
た
り
呉
服
店
四
季
の
ほ
く
」

（
一
六

一
七
頁
）

小
通
生
「
円
喬
と
小
さ
ん
」（
一
八

一
九
頁
）

北
庵
「
絵
事
漫
言
」（
一
九

二
〇
頁
）

双
尾
蝎
「
系
統
党
派
」（
二
一

二
二
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
秋
と
冬
」（
二
二
頁
下
段
）

【
第
五
年
十
二
月
号
（
明
治
四
一
・
一
二
・
一
発
行
）】

戸
川
残
花
「
連
想
と
云
ふ
こ
と
」（
一

二
頁
下
段
）

宝
水
（
大
島
宝
水
）「
冬
十
句
」（
二
頁
下
段
）

原
礼
子
談
「
華
手
の
趣
味
と
地
味
の
趣
味
」（
三

六
頁
）

岡
野
知
十
「
江
戸
時
代
の
好
尚
」（
七

一
一
頁
）

宝
水
生
（
大
島
宝
水
）「
ま
は
り
燈
籠
（
白
木
屋
の
店
内
）」（
一
一

一
五

頁
）

て
い
子
「
蟆
子
化
物
語
」（
一
五

一
七
頁
）

【
第
六
年
一
月
号
（
明
治
四
二
・
一
・
一
発
行
）】

戸
川
残
花
「
歳
旦
之
辞
」（
一
頁
）

大
島
宝
水
「
新
年
日
記
」（
二

三
頁
）

小
枝
子
「
お
嫁
入
り
」（
一
五

二
〇
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
二



【
第
六
年
二
月
号
（
明
治
四
二
・
二
・
一
発
行
）】

大
島
宝
水
「
如
月
」（
一

二
頁
下
段
）

三
蝶
生
（
大
島
宝
水
）「
春
八
句
」（
二
頁
下
段
）

尺
秀
三
郎
談
「
社
交
趣
味
の
二
方
面
」（
三

八
頁
）

芙
蓉
閑
人
「
写
真
通
」（
九

一
二
頁
）

さ
ゝ
ふ
ね
「
女
学
生
風
俗
」（
一
二

一
六
頁
）

黒
衣
子
「
市
村
と
藤
間
」（
一
六

一
八
頁
）

小
倉
活
子
「
出
雲
橋
」（
一
八

二
〇
頁
）

【
第
六
年
三
月
号
（
明
治
四
二
・
三
・
一
発
行
）】

岡
野
知
十
「
合
羽
と
外
套
」（
一

五
頁
）

高
根
富
女
「
不
折
先
生
の
模
様
に
就
て
」（
一
四

一
七
頁
）

【
第
六
年
五
月
号
（
明
治
四
二
・
五
・
一
発
行
）〈
四
、
五
月
合
併
号
】

一
顧
客
「
顧
客
の
見
た
る
四
月
大
売
出
し
の
白
木
呉
服
店
」（
二

四
頁
）

【
第
六
年
六
月
号
（
明
治
四
二
・
六
・
一
発
行
）】

大
島
宝
水
「
選
択
と
調
和
」（
一

二
頁
）

流
行
子
「
今
夏
流
行
の
浴
衣
地
」（
三

四
頁
）

某
画
家
「
意
匠
部
よ
り
」（
八

九
頁
上
段
）

時
代
生
「
風
俗
劇
」（
九
頁
下
段

一
〇
頁
）

【
第
六
年
七
月
号
（
明
治
四
二
・
七
・
一
発
行
）】

岡
野
知
十
「
浴
衣
」（
一

二
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
三

大
島
宝
水
「
流
行
と
い
ふ
こ
と
」（
二
頁
下
段

三
頁
上
段
）

流
行
記
者
「
夏
の
洋
服
は
ド
ン
な
の
が
宜
し
い
で
せ
う
乎
」（
四
頁
下
段

八

頁
）

【
第
六
年
八
月
号
（
明
治
四
二
・
八
・
一
発
行
）】

大
島
宝
水
「
湯
治
場
向
と
海
水
浴
向
（
浴
衣
の
選
択
に
就
て
）」（
一

二
頁
）

青
嵐
子
「
日
本
趣
味
」（
三

四
頁
上
段
）

一
画
家
「
色
」（
四
頁
下
段

五
頁
）

流
行
記
者
「
此
次
ぎ
に
は
ド
ン
な
色
が
流
行
乎
（
色
の
変
遷
）」（
六

一
二
頁

上
段
）

岡
野
知
十
「
土
用
干
」（
一
二
頁
下
段

一
四
頁
上
段
）

一
意
匠
部
員
「
草
双
紙
の
意
匠
に
就
て
」（
一
四
頁
下
段

一
五
頁
）

【
第
六
年
九
月
号
（
明
治
四
二
・
九
・
一
発
行
）】

幸
堂
得
知
「
家
紋
」（
一

二
頁
上
段
）

み
ど
り
生
「
紋
の
種
類
」（
二
頁
）

流
行
記
者
「
衣
裳
美
に
就
て
」（
二
頁
下
段

五
頁
上
段
）

流
行
記
者
「
靴
の
話
」（
五
頁
下
段

一
〇
頁
）

福
田
琴
月
「
笑
話

袷
」（
一
一

一
六
頁
上
段
）

高
崎
春
月
「
た
づ
ね
人
」（
一
六
頁
下
段

一
七
頁
）

【
第
六
年
十
一
月
号
（
明
治
四
二
・
一
一
・
一
発
行
）〈
十
、
十
一
月
合
併

号
】



流
行
子
「
冬
支
度
」（
一

六
頁
）

【
第
六
年
十
二
月
号
（
明
治
四
二
・
一
二
・
一
発
行
）】

饗
庭
篁
村
「
柄
」（
一

六
頁
）

山
岸
荷
葉
「
夢
の
や
う
」（
八

一
二
頁
上
段
）

流
行
記
者
「
歳
暮
年
頭
の
贈
答
品
（
茲
に
掲
げ
た
品
に
限
る
）」（
一
三

一
六

頁
上
段
）

樋
口
二
葉
「
十
五
分
間
」（
一
七

一
八
頁
）

【
第
七
年
一
月
号
（
明
治
四
三
・
一
・
一
発
行
）】

幸
田
露
伴
「
衣
服
と
支
那
文
学
と
の
雑
話
」（
一

六
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
屠
蘇
綺
言
」（
六
頁
下
段

七
頁
）

鹿
野
子
「
か
の
こ
も
の
が
た
り
」（
八

九
頁
上
段
）

清
水
晴
風
「
犬
の
玩
具
」（
九
頁
下
段

一
二
頁
）

藤
間
政
弥
「
着
物
の
き
こ
な
し
」（
一
三

一
四
頁
）

長
谷
川
し
ぐ
れ
「
青
い
桃
」（
一
五

一
八
頁
）

遠
藤
は
つ
子
「
新
年
の
化
粧
（
附
其
方
法
及
美
髪
法
）」（
一
九

二
二
頁
上

段
）

宮
崎
鉄
久
「
新
年
茶
談
」（
二
二
頁
上
段

二
四
頁
）

上
田
龍
耳
「
舞
の
面
」（
二
五
頁
上
段
）

中
二
階
「
稽
古
場
よ
り
」（
二
五
頁
下
段

二
七
頁
上
段
）

燕
友
堂
「
婦
人
と
た
し
な
み
」（
二
七
頁
上
段

二
八
頁
下
段
）

喜
久
子
「
江
戸
時
代
の
女
風
俗
」（
二
八
頁
下
段

三
〇
頁
上
段
）

半
四
「
滑
稽
水
滑
り
」（
三
〇
頁
下
段

三
二
頁
下
段
）

黒
旋
子
「
初
春
」（
三
二
頁
下
段
）

流
行
記
者
「
当
店
新
案
八
犬
伝
模
様
（
附
模
様
の
変
遷
）」（
三
三

三
六
頁
）

【
第
七
年
二
月
号
（
明
治
四
三
・
二
・
一
発
行
）】

岡
野
知
十
「
物
好
き
」（
一

二
頁
）

青
嵐
子
「
流
行
時
言
」（
三
頁
）

少
店
員
「
お
客
様
曰
く
」（
四

六
頁
上
段
）

た
、
き
、
生
「
流
行
記
者
足
下
」（
六

七
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
春
日
影
」（
七
頁
下
段

九
頁
）

黒
旋
子
「
絵
暖
簾
」（
九
頁
下
段
）

尾
上
楽
之
助
「
化
粧
の
秘
訣
（
附
首
筋
を
細
く
見
せ
る
法
）」（
一
〇

一
二
頁

上
段
）

高
崎
春
月
「
問
答
五
題
」（
一
二
頁
上
段

一
三
頁
上
段
）

鷲
山
弥
生
「
二
月
の
注
意
」（
一
三
頁
上
段

一
五
頁
上
段
）

か
の
子
「
白
木
百
人
一
首
」（
一
五
頁
上
段

一
七
頁
上
段
）

【
第
七
年
四
月
号
（
明
治
四
三
・
四
・
一
発
行
）】

樋
口
二
葉
「
女
流
の
紋
」（
一

二
頁
）

三
輪
田
元
道
「
流
行
と
い
ふ
事
に
就
い
て
」（
三

六
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
花
ざ
く
ら
」（
六
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
四



大
塚
楠
緒
子
「
花
見
小
袖
」（
六
頁
下
段

九
頁
上
段
）

長
谷
川
岩
吉
「
刺
繍
の
話
」（
九
頁
下
段

一
〇
頁
）

花
廻
本
宗
寿
「
生
花
の
現
在
及
び
未
来
」（
一
一

一
三
頁
上
段
）

桑
島
千
代
子
「
流
行
の
髪
か
た
ち
」（
一
三
頁
上
段

一
四
頁
上
段
）

一
店
員
「
鶴
の
一
声
」（
一
四
頁
）

【
第
七
年
五
月
号
（
明
治
四
三
・
五
・
一
発
行
）】

大
島
宝
水
「
浴
衣
の
味
」（
一

二
頁
）

清
談
林
「
江
戸
時
代
の
浴
衣
」（
三
頁
）

今
村
清
子
談
「
白
人
好
み
の
浴
衣
」（
四

五
頁
上
段
）

や
な
ぎ
生
「
浴
衣
の
生
蕃
」（
五
頁
下
段

七
頁
上
段
）

小
川
未
明
「
花
の
都
へ
」（
七
頁
下
段

一
〇
頁
）

田
島
芙
蓉
「
如
何
に
せ
ば
好
い
形
に
写
真
を
と
る
事
が
出
き
得
る
乎
（
美
人
に

写
す
秘
訣
）」（
一
一

一
三
頁
）

楽
石
生
詠

策
駒
翁
判
「
服
装
品
狂
歌
合
」（
一
四

一
五
頁
）

流
行
記
者
「
此
夏
は
ド
ン
な
洋
服
が
流
行
す
る
乎
」（
一
六

一
八
頁
）

【
第
七
年
六
月
号
（
明
治
四
三
・
六
・
一
発
行
）】

岡
野
知
十
「
服
飾
の
趣
味
」（
一

三
頁
上
段
）

嫩
生
「
女
性
の
帯
に
就
て
」（
三
頁
上
段

五
頁
下
段
）

土
岐
哀
果
「
下
谷
よ
り
｜
清
少
納
言
の
衣
服
観
｜
」（
五
頁
下
段

七
頁
上

段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
五

水
島
尺
草
「
懐
旧
」（
七
頁
下
段

一
〇
頁
）

石
橋
蔵
五
郎
「
家
庭
と
遊
戯
」（
一
一

一
三
頁
上
段
）

は
ち
郎
「
水
砧
」（
一
三
頁
上
段

一
四
頁
上
段
）

常
葉
生
「
夏
季
の
色
彩
」（
一
四
頁
）

流
行
記
者
「
流
行
旅
行
用
具
（
避
暑
に
行
く
人
｜
帰
省
す
る
人
は
必
ず
読
む
べ

し
）」（
一
六

一
八
頁
下
段
）

【
第
七
年
七
月
号
（
明
治
四
三
・
七
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
中
元
の
贈
答
品
」（
一

四
頁
）

竹
の
屋
主
人
（
饗
庭
篁
村
）「
流
行
は
繰
返
さ
ず
」（
五
頁
）

水
あ
ふ
ひ
「
小
唄
に
現
は
れ
た
る
服
装
」（
六

七
頁
）

大
島
宝
水
「
木
蔭
」（
九

一
二
頁
上
段
）

山
陽
亭
芸
生
「
棚
機
工
場
」（
一
二
頁
下
段

一
三
頁
下
段
）

常
葉
居
子
「
狂
句
」（
一
三
頁
下
段
）

佐
原
堤
華
「
夏
の
草
花
（
附
其
つ
く
り
方
）」（
一
四

一
五
頁
）

山
田
生
「
諸
国
の
盆
踊
唄
」（
一
六

一
七
頁
）

生
「
玩
具
の
需
要
増
加
と
当
店
玩
具
部
」（
一
八
頁
）

【
第
七
年
八
月
号
（
明
治
四
三
・
八
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
旅
行
と
服
装
」（
一

六
頁
）

麓
南
生
「
絣
織
の
進
歩
」（
八
頁
上
段

一
〇
頁
上
段
）

策
駒
翁
「
商
品
気
焔
集
」（
一
〇
頁
上
段

一
一
頁
下
段
）



熊
谷
無
漏
「
う
す
も
の
」（
一
一
頁
下
段
）

【
第
七
年
九
月
号
（
明
治
四
三
・
九
・
一
発
行
）】

岡
野
知
十
「
男
子
の
服
装
」（
一

三
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
所
謂
江
戸
趣
味
」（
三
頁
上
段

四
頁
上
段
）

皆
雄
「
東
西
色
本
帳
」（
四
頁
下
段

六
頁
）

礫
水
作

痴
翁
判
「
呉
服
店
語
句
合
」（
七

八
頁
）

山
岸
荷
葉
「
約
束
」（
一
〇

一
二
頁
）

流
行
記
者
「
今
週
の
袷
」（
一
三

一
四
頁
下
段
）

【
第
七
年
十
月
号
（
明
治
四
三
・
一
〇
・
一
発
行
）】

大
島
宝
水
「
表
情
と
好
み
」（
一

二
頁
下
段
）

富
塚
百
軒
「
振
袖
」（
二
頁
下
段

四
頁
）

紫
苑
生
「
秋
の
歌
と
服
装
」（
五

六
頁
）

長
谷
川
時
雨
「
松
の
葉
」（
七

一
〇
頁
上
段
）

魁
生
「
大
売
出
し
」（
一
〇
頁
下
段

一
二
頁
上
段
）

山
陽
亭
芸
生
「
英
雄
の
驟
雨
」（
一
二
頁
下
段

一
四
頁
上
段
）

縫
女
「
そ
の
折
々
」（
一
四
頁
下
段
）

流
行
記
者
「
本
年
の
祝
着
は
ど
ん
な
傾
向
に
な
っ
て
居
る
か
」（
一
五

一
七

頁
）

【
第
七
年
十
一
月
号
（
明
治
四
三
・
一
一
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
当
季
流
行
の
洋
服
（
附
あ
づ
ま
コ
ー
ト
其
他
）」（
一

五
頁
上

段
）

富
塚
百
軒
「
羽
織
」（
五
頁
上
段

八
頁
下
段
）

ふ
た
ば
生
「
挿
櫛
の
変
遷
」（
八
頁
下
段

一
〇
頁
上
段
）

み
き
生
「
園
遊
会
」（
一
〇
頁
下
段

一
一
頁
）

露
麿
「
菊
が
さ
ね
」（
一
二

一
三
頁
上
段
）

新
人
生
「
西
洋
に
於
け
る
日
本
品
の
応
用
一
二
」（
一
三
頁
上
段

一
四
頁
上

段
）

流
行
記
者
「
流
行
の
冬
帽
と
『
シ
ョ
ー
ル
』」（
一
六

一
八
頁
下
段
）

【
第
八
年
一
月
号
（
明
治
四
四
・
一
・
一
発
行
）】

大
島
宝
水
「
初
笑
ひ
」（
一

一
八
頁
）

【
第
八
年
二
月
号
（
明
治
四
四
・
二
・
一
発
行
）】

研
究
子
「
着
活
す
と
い
ふ
こ
と
」（
一

三
頁
）

富
塚
百
軒
「
髪
容
の
変
遷
」（
四

五
頁
）

樋
口
二
葉
「
江
戸
ツ
子
の
今
昔
」（
六

八
頁
上
段
）

楽
石
生
詠

渚
廼
舎
判

狂
歌
合
せ
「
紋
切
形
」（
八
頁
上
段

九
頁
）

土
岐
哀
果
「
春
寒
の
夢
」（
一
二

一
四
頁
上
段
）

宝
山
人
「
月
と
海
」（
一
四
頁
下
段

一
六
頁
上
段
）

【
第
八
年
三
月
号
（
明
治
四
四
・
三
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
今
春
流
行
の
洋
服
」（
一

四
頁
上
段
）

岡
野
知
十
「
セ
ル
の
袴
」（
四
頁
上
段

六
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
六



鶯
亭
金
升
「
活
た
雛
」（
六
頁
下
段

八
頁
）

山
岸
荷
葉
「
一
分
鈴
」（
一
三

一
六
頁
上
段
）

痴
嚢
子
（
真
木
痴
嚢
）「
白
木
屋
店
雛
人
形
」（
一
六
頁
上
段

一
七
頁
上
段
）

落
花
生
吟
「
雑
興
狂
句
」（
一
七
頁
上
段
）

落
花
生
「
千
客
万
来
五
目
数
誌
」（
一
七
頁
上
段

一
八
頁
）

【
第
八
年
四
月
号
（
明
治
四
四
・
四
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
暮
春
の
新
装
（
流
行
の
袷
）」（
一

四
頁
上
段
）

田
能
村
秋
皐
「
流
行
の
淵
源
」（
四
頁
下
段

六
頁
下
段
）

靄
軒
生
「
江
戸
時
代
芸
妓
の
風
俗
」（
六
頁
下
段

八
頁
）

鶯
亭
金
升
「
朝
桜
」（
一
三

一
四
頁
）

【
第
八
年
五
月
号
（
明
治
四
四
・
五
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
初
夏
の
衣
裳
（
附
。
浴
衣
の
粋
）」（
一

三
頁
）

長
谷
川
時
雨
「
楓
の
花
」（
八

一
〇
頁
上
段
）

鶯
亭
金
升
「
移
り
替
」（
一
一

一
二
頁
）

川
村
鳥
子
「
帯
と
帯
揚
と
帯
留
と
」（
一
三

一
四
頁
上
段
）

山
本
公
「
女
心
と
田
舎
唄
」（
一
四
頁
下
段

一
五
頁
）

【
第
八
年
六
月
号
（
明
治
四
四
・
六
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
今
夏
流
行
の
洋
服
（
附
。
夏
季
用
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
ケ
ー
プ
）」（
一

三
頁
）

饗
庭
篁
村
「
染
浴
衣
」（
四

五
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
七

超
然
生
「
流
行
と
色
盲
」（
五
頁
下
段

八
頁
上
段
）

岡
田
八
千
代
「
麦
の
穂
」（
二
二

二
四
頁
）

【
第
八
年
七
月
号
（
明
治
四
四
・
七
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
中
元
の
贈
答
品
と
中
元
の
服
装
」（
一

九
頁
下
段
）

西
東
生
「
模
様
の
競
走
」（
九
頁
下
段

一
二
頁
）

鶯
亭
金
升
「
中
元
の
切
手
」（
一
三

一
四
頁
下
段
）

痴
嚢
生
（
真
木
痴
嚢
）「
白
木
屋
八
景
」（
一
四
頁
下
段

一
六
頁
上
段
）

【
第
八
年
八
月
号
（
明
治
四
四
・
八
・
一
発
行
）】

露
伴
学
人
（
幸
田
露
伴
）「
清
涼
」（
一

二
頁
上
段
）

岡
野
知
十
「
避
暑
と
服
装
」（
二
頁
下
段

四
頁
上
段
）

土
岐
哀
果
「
避
暑
に
行
く
と
し
た
ら
」（
四
頁
上
段

五
頁
）

流
行
記
者
「
避
暑
旅
行
に
は
何
と
何
と
何
を
用
意
す
べ
き
乎
」（
六

八
頁
）

大
島
宝
水
「
避
暑
の
宿
」（
九

一
一
頁
）

鶯
亭
金
升
「
あ
ま
い
旅
」（
一
四

一
五
頁
下
段
）

落
花
生
「
避
暑
地
だ
よ
り
」（
一
六

一
七
頁
下
段
）

【
第
八
年
九
月
号
（
明
治
四
四
・
九
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
秋
の
袷
と
羽
織
」（
一

三
頁
下
段
）

幸
堂
得
知
「
冠
物
及
び
手
拭
の
沿
革
」（
三
頁
下
段

四
頁
上
段
）

樋
口
二
葉
「
煙
管
に
就
て
」（
四
頁
上
段

七
頁
上
段
）

尾
島
菊
子
「
避
暑
」（
七
頁
下
段

一
〇
頁
）



鶯
亭
主
人
「
藤
原
式
模
様
」（
一
一

一
二
頁
上
段
）

痴
嚢
生
（
真
木
痴
嚢
）「
白
木
屋
呉
服
店
料
理
献
立
」（
一
二
頁
下
段

一
三

頁
）

【
第
八
年
十
月
号
（
明
治
四
四
・
一
〇
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
今
季
流
行
の
洋
服
」（
二
四

二
六
頁
）

【
第
八
年
十
一
月
号
（
明
治
四
四
・
一
一
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
八
年
十
二
月
号
（
明
治
四
四
・
一
二
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
春
着
の
支
度
」（
一

三
頁
）

某
大
家
談
「
贈
答
の
美
風
は
隆
ん
な
ら
し
む
べ
し
」（
四

五
頁
上
段
）

生
「
贈
答
品
と
し
て
の
呉
服

太
物
及
洋
服
地
」（
五
頁
上
段

六
頁
上

段
）

某
新
帰
朝
者
「
現
代
贈
答
品
の
流
行
児
た
る
雑
貨
」（
六
頁
上
段

七
頁
上

段
）

【
第
九
年
一
月
号
（
明
治
四
五
・
一
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
戯
作
「
白
木
屋
十
二
ヶ
月
」（
一

一
七
頁
）

【
第
九
年
二
月
号
（
明
治
四
五
・
二
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
梅
見
ご
ろ
も
」（
一

三
頁
上
段
）

加
藤
東
太
郎
「
浄
瑠
璃
名
題
と
衣
装
」（
五
頁
下
段

七
頁
上
段
）

樋
口
二
葉
「
簪
の
こ
と
」（
七
頁
下
段

九
頁
下
段
）

中
谷
徳
太
郎
「
着
物
の
色
」（
九
頁
下
段

一
一
頁
下
段
）

高
木
正
枝
「
半
襟
と
長
襦
袢
」（
一
一
頁
下
段

一
三
頁
）

【
第
九
年
三
月
号
（
明
治
四
五
・
三
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
当
季
流
行
の
洋
服
」（
一

五
頁
上
段
）

惺
々
生
「
色
彩
の
変
遷
」（
五
頁
下
段

八
頁
上
段
）

雲
雀
笛
「
新
し
い
歌
と
服
装
」（
八
頁
上
段

一
一
頁
上
段
）

落
花
生
「
お
も
白
木
言
葉
の
色
彩
」（
一
一
頁
上
段

一
二
頁
下
段
）

【
第
九
年
四
月
号
（
明
治
四
五
・
四
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
花
見
ご
ろ
も
」（
一

三
頁
下
段
）

田
村
と
し
子
「
あ
ね
の
恋
」（
一
四

一
八
頁
）

【
第
九
年
五
月
号
（
明
治
四
五
・
五
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
初
夏
の
召
物
」（
一

三
頁
上
段
）

星
月
夜
「
武
士
的
趣
味
」（
七

九
頁
上
段
）

尾
島
菊
子
「
糸
子
の
支
度
」（
九
頁
下
段

一
二
頁
上
段
）

【
第
九
年
六
月
号
（
明
治
四
五
・
六
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
水
無
月
の
御
衣
裳
（
附
。
浴
衣
の
粋
）」（
一

四
頁
）

鶯
亭
金
升
「
片
身
替
り
の
浴
衣
」（
一
二
頁
下
段

一
三
頁
上
段
）

三
島
き
ぬ
子
「
三
色
菫
」（
一
三
頁
下
段

一
五
頁
）

【
第
九
年
八
月
号
（
明
治
四
五
・
七
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
避
暑
御
旅
行
必
携
品
」（
一
五

二
一
頁
上
段
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
八



岡
田
八
千
代
「
竹
子
」（
二
八

三
〇
頁
）

【
第
九
年
九
月
号
（
大
正
元
・
八
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
初
秋
用
の
外
套
類
」（
一

四
頁
上
段
）

惺
々
生
「
旅
人
よ
り
」（
四
頁
下
段

八
頁
上
段
）

【
第
九
年
十
月
号
（
大
正
元
・
九
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
初
冬
の
礼
装
及
訪
問
用
の
召
物
」（
一

三
頁
）

長
谷
川
時
雨
「
マ
ン
ト
の
夢
」（
六

九
頁
上
段
）

【
第
九
年
十
一
月
号
（
大
正
元
・
一
〇
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
当
季
流
行
の
洋
服
」（
一

四
頁
上
段
）

由
可
梨
生
「
美
し
い
東
京
」（
四
頁
上
段

六
頁
）

【
第
九
年
十
二
月
号
（
大
正
元
・
一
一
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
春
着
の
用
意
」（
一

四
頁
下
段
）

吾
亦
紅
「
色
よ
模
様
よ
」（
二
六

二
七
頁
）

こ
し
な
訳
「
森
の
女
神
」（
二
七
頁
下
段

二
九
頁
）

【
第
十
年
一
月
号
（
大
正
元
・
一
二
・
二
五
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
年
二
月
号
（
大
正
二
・
一
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
き
さ
ら
ぎ
の
召
し
物
」（
一

二
頁
下
段
）

生
「
衣
裳
こ
と
ば
」（
二
頁
下
段

四
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
そ
の
を
り

」（
四
頁
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
一
九

【
第
十
年
三
月
号
（
大
正
二
・
二
・
二
五
発
行
）】

惺
々
生
「
模
様
と
人
格
」（
一

三
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
着
道
楽
」（
七
頁
下
段

一
三
頁
）

【
第
十
年
四
月
号
（
大
正
二
・
三
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
今
季
の
洋
服
は
ド
ン
ナ
の
が
宜
し
い
乎
」（
一

五
頁
）

惺
々
生
「
模
様
と
人
格
（
つ
ゞ
き
）」（
六

七
頁
）

【
第
十
年
六
月
号
（
大
正
二
・
五
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
夏
襟
と
薄
物
」（
一

四
頁
上
段
）

土
岐
哀
果
「
更
衣
」（
四
頁
上
段

五
頁
）

菊
女
「
浴
衣
」（
一
一
頁
下
段
）

【
第
十
年
七
月
号
（
大
正
二
・
六
・
二
五
発
行
）】

吾
亦
紅
「
夏
の
色
彩
（
附
。
秋
の
準
備
）」（
一

三
頁
上
段
）

横
瀬
冬
海
「
岐
阜
提
灯
」（
三
頁
下
段
）

【
第
十
年
八
月
号
（
大
正
二
・
七
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
旅
行
と
御
用
意
」（
一

八
頁
上
段
）

岡
野
知
十
「
江
戸
式
と
い
ふ
事
に
つ
き
」（
八
頁
上
段

一
一
頁
下
段
）

【
第
十
年
九
月
号
（
大
正
二
・
八
・
二
五
発
行
）】

大
島
宝
水
「
幟
と
帯
と
緞
帳
」（
一

四
頁
上
段
）

樋
口
二
葉
「
菊
合
せ
と
勝
菊
の
模
様
」（
四
頁
上
段

六
頁
）

痴
嚢
（
真
木
痴
嚢
）「
装
飾
品
狂
歌
合
」（
七

八
頁
）



【
第
十
年
十
月
号
（
大
正
二
・
九
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
流
行
の
冬
物
」（
一

三
頁
）

惺
々
生
「
衣
服
美
」（
五
頁
上
段

六
頁
下
段
）

横
瀬
冬
海
「
鏡
」（
六
頁
下
段
）

大
島
宝
水
「
紹
介
状
」（
九
頁
下
段

一
二
頁
）

【
第
十
年
十
一
月
号
（
大
正
二
・
一
〇
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
和
洋
服
の
外
套
（
附
。
少
年
男
女
洋
服
）」（
一

四
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
紹
介
状
」（
四
頁
下
段

八
頁
）

渚
廼
家
主
人
「
衣
裳
類
俚
謡
集
略
解
」（
九

一
〇
頁
上
段
）

【
第
十
年
十
二
月
号
（
大
正
二
・
一
一
・
二
五
発
行
）】

大
島
宝
水
「
紹
介
状
」（
二
四

二
七
頁
）

横
瀬
冬
海
「
春
待
」（
二
七
頁
下
段
）

【
第
十
一
年
一
月
号
（
大
正
二
・
一
二
・
二
五
発
行
）】

岡
野
知
十
「
社
頭
杉
」（
一

三
頁
上
段
）

大
島
宝
水
「
羽
子
板
考
」（
三
頁
下
段

五
頁
上
段
）

樋
口
二
葉
「
着
衣
初
め
」（
五
頁
上
段

七
頁
上
段
）

吾
亦
紅
「
平
安
の
春
粧
」（
七
頁
上
段

八
頁
）

【
第
十
一
年
二
月
号
（
大
正
三
・
一
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
模
様
と
紋
様
」（
一

二
頁
下
段
）

土
岐
哀
果
「
梅
花
と
服
装
」（
二
頁
下
段

四
頁
下
段
）

大
島
宝
水
「
梅
十
句
」（
四
頁
下
段
）

【
第
十
一
年
三
月
号
（
大
正
三
・
二
・
二
五
発
行
）】

流
行
記
者
「
博
覧
会
時
の
召
し
物
（
附
。
花
見
衣
裳
の
老
若
両
様
見
立
）」（
一

三
頁
）

大
島
宝
水
「
浦
島
後
日
物
語
」（
六

一
〇
頁
）

【
第
十
一
年
四
月
号
（
大
正
三
・
四
・
一
発
行
）〈
東
京
大
正
博
覧
会
と
白
木

屋
】

流
行
記
者
「
博
覧
会
と
流
行
の
洋
服
（
附
。
洋
服
着
用
心
得
）」（
一

八
頁
）

【
第
十
一
年
五
月
号
（
大
正
三
・
五
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
端
午
粽
の
模
様
」（
一

三
頁
）

【
第
十
一
年
六
月
号
（
大
正
三
・
六
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
夏
季
の
召
物
」（
一

二
頁
）

【
第
十
一
年
七
月
号
（
大
正
三
・
七
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
一
年
八
月
号
（
大
正
三
・
八
・
一
発
行
）】

雑
貨
部
店
員
「
御
旅
行
用
品
」（
一

六
頁
）

【
第
十
一
年
九
月
号
（
大
正
三
・
九
・
三
発
行
）】

【
第
十
一
年
十
月
号
（
大
正
三
・
一
〇
・
一
発
行
）】

【
第
十
一
年
十
一
月
号
（
大
正
三
・
一
一
・
一
発
行
）】

【
第
十
一
年
十
二
月
号
（
大
正
三
・
一
二
・
一
発
行
）】

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
二
〇



【
第
十
二
年
一
月
号
（
大
正
四
・
一
・
一
発
行
）】

【
第
十
二
年
二
月
号
（
大
正
四
・
二
・
一
発
行
）】

【
第
十
二
年
三
月
号
（
大
正
四
・
三
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
二
年
四
月
号
（
大
正
四
・
四
・
一
発
行
）】

流
行
記
者
「
花
見
小
袖
」（
三

五
頁
）

【
第
十
二
年
五
月
号
（
大
正
四
・
五
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
二
年
六
月
号
（
大
正
四
・
六
・
一
発
行
）】

伊
藤
忠
太
「
現
代
的
天
平
模
様
」（
二

四
頁
）

関
野
貞
「
題
材
手
法
自
由
自
在
」（
四

七
頁
）

鳥
居
龍
蔵
「
天
平
模
様
と
安
土
桃
山
」（
七

一
一
頁
）

鏑
木
清
方
「
絵
に
な
る
夏
の
下
町
の
女
」（
二
〇

二
一
頁
）

山
村
耕
花
「
当
世
婦
人
百
態
の
一
つ
」（
二
一

二
三
頁
）

【
第
十
二
年
七
月
号
（
大
正
四
・
七
・
一
発
行
）】

樫
田
十
次
郎
「
健
康
者
は
海
へ
弱
い
人
は
山
へ
」（
三
四

三
六
頁
）

西
巻
治
一
郎
「
神
経
過
敏
の
人
は
山
へ
行
け
」（
三
七

三
八
頁
）

【
第
十
二
年
八
月
号
（
大
正
四
・
八
・
一
発
行
）】

田
口
掬
汀
「
天
下
の
楽
土
」（
二
四

三
七
頁
）

松
村
暸
「
南
洋
新
占
領
地
の
奇
習
」（
三
八

四
〇
頁
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
二
一

牧
野
富
太
郎
「
雲
表
の
楽
園
」（
四
一

四
五
頁
）

【
第
十
二
年
九
月
号
（
大
正
四
・
九
・
一
発
行
）】

三
好
学
「
秋
草
の
話
」（
二
二

二
七
頁
）

【
第
十
二
年
十
月
号
（
大
正
四
・
一
〇
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
二
年
十
一
月
号
（
大
正
四
・
一
一
・
一
発
行
）】

川
瀬
善
太
郎
「
声
の
鹿
と
形
の
鹿
」（
四
二

四
五
頁
）

【
第
十
二
年
十
二
月
号
（
大
正
四
・
一
二
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
三
巻
第
二
号
（
大
正
五
・
二
・
一
発
行
）】

鳥
居
龍
蔵
「
南
方
支
那
民
族
の
風
俗
習
慣
（
上
）」（
二
四

二
九
頁
）

【
第
十
三
巻
第
三
号
（
大
正
五
・
二
・
一
発
行
）】

吉
田
美
風
「
甘
党
瑣
談
｜
全
国
名
産
菓
子
陳
列
会
を
見
た
る
日
｜
」（
二
八

二
九
頁
）

鳥
居
龍
蔵
「
南
方
支
那
民
族
の
風
俗
習
慣
（
中
）」（
三
二

三
九
頁
）

【
第
十
三
巻
第
四
号
（
大
正
五
・
四
・
一
発
行
）】

雷
晏
居
「
陣
中
の
誕
生
祝
ひ
」（
三
〇

三
一
頁
）

鳥
居
龍
蔵
「
南
方
支
那
民
族
の
風
俗
習
慣
（
下
）」（
四
二

四
五
頁
）

【
第
十
三
巻
第
五
号
（
大
正
五
・
五
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）



【
第
十
三
巻
第
六
号
（
大
正
五
・
六
・
一
発
行
）】

観
世
善
之
「
謡
曲
よ
り
見
た
る
裾
模
様
の
価
値
」（
二

三
頁
）

高
浜
虚
子
「
落
ち
と
機
智
に
富
む
謡
曲
模
様
」（
三

五
頁
）

河
合
英
忠
「
謡
曲
趣
味
は
長
唄
に
も
通
ふ
」（
五

六
頁
）

宮
川
兼
次
郎
「
深
川
親
和
と
親
和
染
」（
九

一
二
頁
）

【
第
十
三
巻
第
七
号
（
大
正
五
・
七
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
三
巻
第
八
号
（
大
正
五
・
八
・
一
発
行
）】

鳥
居
龍
蔵
「
江
戸
時
代
の
江
戸
の
風
俗
」（
二
〇

二
九
頁
）

□

子
「
頭
髪
衛
生
の
事
ど
も
」（
三
三

三
六
頁
）

桑
原
雷
晏
「
探
涼
プ
ラ
タ
ナ
並
記
」（
三
七

四
〇
頁
）

【
第
十
三
巻
第
九
号
（
大
正
五
・
九
・
一
発
行
）】

白
木
屋
流
行
子
「
謡
曲
模
様
と
其
情
緒
」（
二
五

二
九
頁
）

雷
晏
居
「
武
蔵
野
一
周
の
印
象
」（
三
二
頁
）

【
第
十
三
巻
第
十
号
（
大
正
五
・
一
〇
・
一
発
行
）】

【
第
十
三
巻
第
十
一
号
（
大
正
五
・
一
一
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

【
第
十
三
巻
第
十
二
号
（
大
正
五
・
一
二
・
一
発
行
）】

石
槫
千
亦
「
古
人
の
読
め
る
遠
山
雪
」（
二
五

二
八
頁
）

大
口
鯛
二
「
勅
題
遠
山
雪
」（
二
八

二
九
頁
）

【
第
十
四
巻
第
一
号
（
大
正
六
・
一
・
一
発
行
）】

山
東
迂
人
「
雪
国
の
雪
」（
二
四

二
七
頁
）

雷
晏
居
「
村
の
春
と
ん
ど
の
囃
し
」（
二
八

三
一
頁
）

奥
田
照
子
「
日
本
の
婦
人
服
に
就
て
」（
三
二

三
三
頁
上
段
）

坂
本
園
子
「
御
前
謡
曲
と
押
絵
羽
子
板
」（
三
三
頁
上
段

三
四
頁
）

初
瀬
浪
子
「
錦
絵
模
様
の
春
衣
裳
」（
三
五
頁
）

灯
生
「
絵
物
語
百
人
一
首
」（
三
六

三
七
頁
）

松
崎
双
葉
「
正
月
の
儀
式
と
諸
飾
り
」（
四
二

四
五
頁
）

豊
川
豊
洲
「
干
支
菓
子
と
勅
題
菓
子
」（
四
六

四
七
頁
）

緑
川
幸
二
郎
「
正
月
の
重
詰
料
理
」（
四
八

五
〇
頁
）

【
第
十
四
巻
第
二
号
（
大
正
六
・
二
・
一
発
行
）】

□

子
「
皮
膚
の
荒
れ
止
め
と
化
粧
品
」（
二
六

二
八
頁
）

西
沢
笛
畝
「
雛
祭
と
雛
人
形
に
就
て
」（
二
九

三
四
頁
）

根
岸
巷
人
「
絵
の
話
（
ど
ん
な
も
の
が
よ
い
だ
ら
う
）」（
三
五

三
七
頁
）

橋
頭
庵
「
日
本
全
国
甘
党
行
脚
｜
日
本
橋
に
集
る
諸
国
の
名
菓
」（
三
八

四

三
頁
）

【
第
十
四
巻
第
三
号
（
大
正
六
・
三
・
一
発
行
）】

桑
原
雷
晏
「
昔
の
纐
纈
と
今
の
絞
り
に
対
す
る
研
究
資
料
（
上
）」（
四
二

四

四
頁
）

【
第
十
四
巻
第
四
号
（
大
正
六
・
四
・
一
発
行
）】

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
二
二



流
行
記
者
「
傘
の
女

夏
帽
男

お
花
見
散
策
用
と
し
て
の
小
道
具
や
如

何
？
」（
四
二

四
五
頁
）

【
第
十
四
巻
第
五
号
（
大
正
六
・
五
・
一
発
行
）】

大
庭
柯
公
「
三
越
と
白
木
」（
四
〇
頁
）

【
第
十
四
巻
第
六
号
（
大
正
六
・
六
・
一
発
行
）】

大
口
周
魚
「
和
歌
模
様
に
対
す
る
希
望
」（
二

三
頁
）

佐
々
木
信
綱
「
和
歌
模
様
の
題
材
に
就
き
て
」（
四

六
頁
）

関
根
正
直
「
文
字
を
避
け
た
る
歌
模
様
」（
六

七
頁
）

【
第
十
四
巻
第
七
号
（
大
正
六
・
七
・
一
発
行
）】

【
第
十
四
巻
第
八
号
（
大
正
六
・
八
・
一
発
行
）】

【
第
十
四
巻
第
九
号
（
大
正
六
・
九
・
一
発
行
）】

【
第
十
四
巻
第
十
号
（
大
正
六
・
一
〇
・
一
発
行
）】

【
第
十
四
巻
第
十
一
号
（
大
正
六
・
一
一
・
一
発
行
）】

【
第
十
四
巻
第
十
二
号
（
大
正
六
・
一
二
・
一
発
行
）】

【
第
十
五
巻
第
一
号
（
大
正
七
・
一
・
一
発
行
）】

【
第
十
五
巻
第
二
号
（
大
正
七
・
二
・
一
発
行
）】

（
署
名
記
事
な
し
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
白
木
屋
呉
服
店
刊
行

誌
署
名
記
事
一
覧

一
二
三
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